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２
注

⓪
一
、
五
音
内
六
次
第
、 

コ
ウ
内
、
セ
ツ
内
、
キ
内
、
ハ
ン
セ
ツ
内
、
ビ
内
、
先
セ
ツ
、 

右
是
ヲ
内
六
ト
云
①

、  

①
一
、
第
一
、
こ
う
内
②

と
云
五
音
ハ
、
わ
い
う
ゑ
を
、
や
い
ゆ
ゑ

よ
③

、
此
五
音
を
は
、
の
ん
ど
に
あ
た
つ
て
云
文
字
也
、
一
字
づ
ゝ

の
ん
ど
に
あ
て
ゝ
云
へ
き
也
、 

②
一
、
第
二
、
せ
つ
内
④

と
云
五
音
ハ
、
た
ち
つ
て
と
、
な
に
ぬ
ね
の
、

ら
り
る
れ
ろ
、
是
は
⑤

し
た
に
能
々
⑥

あ
て
ゝ
云
べ
き
な
り
、
し
た

に
そ
と
⑦ 

１
ウ
」

あ
つ
れ
は
、
文
字
き
こ
え
す
し
て
正
字
聞
え
す
⑧

、 

③
一
、
第
三
、
き
な
ひ
⑨

と
云
五
音
ハ
、
は
ひ
ふ
へ
ほ
、
ま
み
む
め
も
、 

此
文
字
ハ
⑩

、
口
び
る
ぎ
ハ

（
わ
）

⑪

に
あ
て
て
云
文
字
也
、 

④
一
、
第
四
、
は
ん
せ
つ
⑫

と
云
五
音
ハ
、
あ
い
う
ゑ
を
、
か
き
く
け
こ
、

さ
し
す
せ
そ
、
是
文
字
は
、
口
に
て
し
た
を
⑬

少
あ
つ
か
ひ
て
云
文

字
也
、
此
五
音
の
お
や
字
に
、
あ
い
う
え
ゑ
を
、
か
の
⑭

五
字
を
き

ハ
め
ぬ
れ
は
、
よ
ろ
づ
に
渡
る
べ
し
⑮

、
２
オ
」 

⑤
一
、
第
五
、
び
な
い
⑯

と
云
五
音
ハ
、
い
き
し
ち
に
、
ひ
み
い
り
い
、

う
く
す
つ
ぬ
⑰

、
ふ
む
ゆ
う
⑱

、
此
文
字
ハ
、
い
か
に
も
〳
〵
、
は

な
⑲

に
か
け
て
云
也
、 

⑥
一
、
第
六
、
せ
ん
せ
つ
⑳

と
云
五
音
ハ
、
た
ん
ち
ん
つ
ん
て
ん
と
ん
、

な
ん
に
ん
ぬ
ん
ね
ん
の
ん
、
ら
ん
り
ん
る
ん
れ
ん
ろ
ん
、 

 

 

２
注

⓪
一
、
五
音
内
六
次
第
、
１
ウ
」 

コ
ウ
内
、
セ
ツ
内
、
キ
内
、
ハ
ン
セ
ツ
内
、
ビ
内
、
先
セ
ツ
、 

 
 
 

右
是
ヲ
内
六
と
云
①

、  

①
一
、
第
一
、
こ
う
な
ひ
②

と
い
ふ
五
音
ハ
、
わ
い
う
ゑ
を
、
や
い
ゆ

ゑ
よ
③

、
此
五
音
を
ば
、
の
ん
ど
に
あ
た
つ
て
い
ふ
文
字
也
、
一

字
づ
ゝ
の
ん
ど
に
あ
て
ゝ
い
ふ
べ
き
也
、 

②
一
、
第
二
、
ぜ
つ
な
ひ
④

と
い
ふ
五
音
ハ
、
た
ち
つ
て
と
、
な
に
ぬ
ね

の
、
ら
り
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２
オ
」
れ
ろ
、
是
は
⑤

し
た
に
よ
く
⑥

あ
て
ゝ
云
べ
き
也
、

し
た
に
、
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と
⑦

あ
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ば
、
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し
て
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字
不
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、
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、
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文
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⑩
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⑪

に

あ
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文
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④
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音
ハ
、
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ウ
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、
か
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け
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、
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、
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文
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ハ
、
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に
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し
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を
⑬
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あ
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右
①

此
文
字
ハ
、
い
か
に
も
〳
〵
し
た
の
さ
き
に
か
け
て
、
つ
よ
く

し
た
に
あ
た
つ
て
云
べ
き
也
、
は
ね
字
ハ
、
な
ま
あ
た
り
な
れ
は
、

そ
ら
く
に
成
り 
２
ウ
」

て
文
字
の
ハ

（
わ
）

け
聞
え
ぬ
な
り
②

、
口
伝
在
之
③

、 

五
音
内
六
謳
別
紙
有
言
④

な
り
、 

３
一
、
四
十
五
字
の
大
事
也
、
此
四
十
五
字
⑤

に
て
、
い
き
と
し
い
け
る
も

の
、
さ
へ
づ
り
を
な
す
と
か
や
云
也
、
上
音
、
中
音
、
下
音
の
字
を
⑥

、

下
音
に
云
に
ヨ
リ
て
、
文
字
の
な
ま
り
有
、
上
音
ハ
上
音
に
つ
ゞ
け
て

や
り
、
中
音
ハ
中
音
に
て
、
は
た

（

肌

）

を
か

（
変
）

へ
ず
し
て
や
り
、
下
音
ハ
下

音
に
云
つ
ゝ
く
れ
は
、
な
ま
り
な
し
、
但
、
の
ゝ
字
ハ
下
音
と
い
へ
ど

も
、
上
音 

３
オ
」
に
も
用
る
也
、
又
、
と
の
字
、
下
音
の
中
の
⑦

下
音
也
、

謳
の
う
ち
に
、
上
音
ノ
文
字
の
つ
ゝ
き
に
、
下
音
の
文
字
あ
る
所
、
上

音
の
く
ら
ひ
に
は
だ
か
ハ
ら
す
し
て
行
所
を
、
よ
き
ふ
し
と
云
⑧

、
く

せ
な
を
る
⑨

に
寄
て
、
ふ
し
よ
き
と
云
な
り
、
下
音
の
歌
⑩

、
上
音
の

文
字
、
下
は
だ
か
は
ら
ね
ば
、
尤
い
つ
れ
も
よ
き
と
云
⑪

、 

４
注

一
、
四
十
五
字
之
次
第
、 

あ
か
さ
た
な
、
は
ま
や
ら
わ
⑫

、 

上
音
⑬

、
３
ウ
」 

い
き
し
ち
に
、
ひ
み
ゐ
り
い
、  

中
音
⑭

、 

う
く
す
つ
ぬ
、
ふ
む
ゆ
る
う
、  

中
音
上
⑮

、 

ゑ
け
せ
て
ね
、
へ
め
ゑ
⑯

れ
え
、 

下
音
中
⑰

、 

を
こ
そ
と
の
、
ほ
も
よ
ろ
お
、  

下
音
⑱

、 

 

右
①

此
文
字
ハ
、
い
か
に
も
〳
〵
し
た
の
さ
き
に
か
け
て
、
つ
よ
く

し
た
に
あ
た
つ
て
い
ふ 

３
ウ
」
べ
き
な
り
、
は
ね
字
ハ
、
な
ま
あ
た
り

な
れ
ハ
、
ぞ
ら
く

（

マ

マ

）

に
成
て
文
字
の
わ
け
聞
ぬ
也
②

、
口
伝
あ
り
③

、 

五
音
内
六
謳
別
紙
有
言
④

也
、 

３
一
、
四
十
五
字
之
大
事
也
、
此
四
十
五
字
⑤

に
て
、
い
き
と
し
い
け
る
も

の
、
さ
へ
づ
り
を
な
す
と
か
や
い
ふ
也
、
上
音
、
中
音
、
下
音
の
文
字
を

⑥

、
下
音
に
い
ふ
に
よ
り
て
、
文
字 

４
オ
」
の
な
ま
り
有
、
上
音
ハ
上
音

に
つ
ゝ
け
て
や
り
、
中
音
ハ
中
音
に
て
、
は
た

（

肌

）

を
か

（
変
）

へ
す
し
て
や
り
、

下
音
ハ
下
音
に
い
ひ
つ
ゝ
く
れ
は
、
な
ま
り
な
し
、
但
、
の
ゝ
字
ハ
下

音
と
い
へ
と
も
、
上
音
に
も
用
也
、
又
、
と
の
字
、
下
音
の
中
⑦

下
音

也
、
謳
の
内
ニ
、
上
音
の
文
字
の
つ
ゝ
き
に
、
下
音
の
文
字
あ
る
所
、

上
音
の
く
ら
ひ
に
は
た
か
ハ
ら 

４
ウ
」

す
し
て
行
と
こ
ろ
を
、
よ
き
ふ

し
と
い
ふ
⑧

、
く
せ
な
を
る
⑨

に
よ
つ
て
、
ふ
し
よ
き
と
い
ふ
也
、
下

音
の
歌
⑩

、
上
音
の
文
字
、
下
は
だ
か
は
ら
ね
バ
、
尤
い
つ
れ
も
よ
き

と
言
⑪

、 

４
注

一
、
四
十
五
字
之
次
第
、 

あ
か
さ
た
な
、
は
ま
や
ら
わ
⑫

、 

上
音
⑬

、 
 
 

い
き
し
ち
に
、
ひ
み
ゐ
り
い
、 

中
音
⑭

、
５
オ
」 

う
く
す
つ
ぬ
、
ふ
む
ゆ
る
う
、 
中
音
上
⑮

、 

ゑ
け
せ
て
ね
、
へ
め
ゑ
⑯

れ
え
、 
下
音
中
⑰ 

を
こ
そ
と
の 

ほ
も
よ
ろ
お
、  

下
音
⑱ 

 

①
右→

ナ
シ 

②
そ
（
ぞ
）
ら
く
に
成
て
文
字
の
ハ
け

聞
え
ぬ
也→

文
字
聞
え
す
し
て

た
ゝ
し
か
ら
す 

③
口
伝
在
之
（
口
伝
あ
り
）→

ナ
シ 

④
言→

哥
（
五
音
内
六

い
ん
な
い
ろ
く

謡
別

う
た
ひ
わ
け

紙
有
哥

べ
つ
に
う
た
あ
る

也な
り

） 

⑤
四
十
五
字→

文
字 

 
 

⑥
下
音
の
字
（
文
字
）
を→

下
音
、
上

音
の
文
字
を 

 

⑦
東
に
同
じ 

⑧
云→

い
ふ
な
り 

 

⑨
な
を
る→

な
を
り 

⑩
歌→

謡
に 

 
 
 

⑪
よ
き
と
云→

吉
と
云
口
伝
在
之 
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拾
は
五
十
音
を
す
べ
て
カ
タ
カ
ナ

書
き
と
す
る 

⑫
わ→

ハ 
 
 

⑬
上
音→

上
音
也 

⑭
中
音→

中
音
也 

 

⑮
中
音
上→

中
音
上
也 

⑯
ゑ→

エ 

⑰
下
音
中→

下
音
中
也 

⑱
下
音→

下
音
也 
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四
十
五
字
口
伝
有
、
秘
へ
し
〳
〵
、 

此
か
し
ら
の
字
、
あ
い
う
ゑ
を
、
是
へ
引
て
つ
う
す
る
を
以
て
、
四
十

五
字
と
①

知
る
也
、
朝
暮
心
か
け
て
た
し
な
む
べ
し
②

、 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

５
一
、
五
季
之
五
音
之
次
第
、
４
オ
」 

あ
か
さ
た
な
、
は
ま
や
ら
わ
、
春
の
五
音
、
上
音 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

か
ん
の
ざ
う
の
あ
ぢ
ハ
ひ
、
す
し
、 

 

双
調
、
木
、
王
ヲ
ス
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

夏
の
五
音
、
中
音
、
い
き
し
ち
に
、
ひ
ミ
い
り
ゐ
、
是
ハ
じ
ん
の
さ
う
、

あ
ぢ
ハ
ひ
、
に
が
し
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ハ
（
わ
）

う
し
き
調
、
火
カ
王
ヲ
ス
也
、 

土
用
の
五
音
ハ
、
中
音
上
、 

う
く
す
つ
ぬ
、
ふ
む
う
る
ゆ
、
ひ
の
臓ザ

ウ

、
あ
ぢ
ハ
ひ
、
あ
ま
し
、 

一
越
調
、
土
力
王
ヲ
ス
ル
ナ
リ
、
４
ウ
」 

秋
の
五
音
ハ
、
下
音
中
、 

ゑ
け
せ
て
ね
、
へ
め
ゑ
れ
え
、
は
い
の
臓
、
あ
ち
ハ
い
、
か
ら
し 

平
調
、
金
ガ
王
ヲ
ス
ル
ナ
リ
、 

冬
の
五
音
ハ
、
下
音
、 

を
こ
そ
と
の
、
ほ
も
を
ろ
よ
、
腎
の
臓ザ

ウ

、
あ
ぢ
ハ
ひ
、
し
ハ
は
ゆ
し
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

盤バ
ン

渉シ
キ

調
、
水
ガ
王
ヲ
ス
ル
也
、
右
、
是
を
五
季
の
五
音
、
上
、
中
、

下
也
、 

 

 

四
十
五
字
口
伝
有
、
秘
へ
し
〳
〵
、
此
か
し
ら
の
字
、
あ
い
う
ゑ
を
、 

是
へ
引
て
つ
う
ず
る
を
も
つ
て
、
四
十
五
字
を
①

し
る
也
、
朝
暮
心
か

け
て
た
し
な
む
へ
し
②

、 

５
一
、
五
季
之
五
音
之
次
第
、
５
ウ
」 

春
の
五
音
上
音
、 

あ
か
さ
た
な
、
は
ま
や
ら
わ
、 

か
ん
の
ざ
う
也
、
あ
ぢ
わ
ひ
、
す
し
、 

双
調
、
木
、
王
ヲ
ス
、 

夏
の
五
音
、
中
音
、
い
き
し
ち
に
、
ひ
ミ
い
り
ゐ
、
し
ん
の
ざ
う
、
あ

ぢ
わ
ひ
、
に
が
し
、 

わ
う
し
き
調
、
火
ガ
王
ヲ
ス
也
、 

土
用
之
五
音
ハ
、
中
音
上
、
６
オ
」 

 
 
 
 
 

う
く
す
つ
ぬ
、
ふ
む
う
る
ゆ
、 

 

ひ
の
ざ
う
、
あ
ぢ
わ
ひ
、
あ
ま
し
、 

一
こ
つ
調
、
土
ガ
王
ヲ
ス
ル
ナ
リ
、 

 
秋
之
五
音
ハ
、
下
音
中
、 

ゑ
け
せ
て
ね
、
へ
め
ゑ
れ
え
、 

は
ひ
の
ざ
う
、 

あ
ち
わ
ひ
、
か
ら
し
、
平
調
、
金
ガ
王
ヲ
ス
ル
ナ
リ
、 

冬
之
五
音
、
下
音
、
６
ウ
」 

を
こ
そ
と
の
、
ほ
も
よ
ろ
を
、 

腎
の
ざ
う
、
あ
ち
わ
ひ
、
し
わハ

は
ゆ
し
、 

は
ん
し
き
調
、
水
ガ
王
ヲ
ス
ル
也
、
右
、
是
を
五
季
の
五
音
、
上
、
中
、

下
也
、 

①
東
に
同
じ 

②
た
し
な
む
べ
し→

吟
味
す
へ
し 

 

（
拾
の
第
５
条
全
文
を
右
に
翻
刻
す
る
） 

〇
五
季
の
五
音
の
次
第 

春
、
上
音
、
ア
カ
サ
タ
ナ
、
ハ
マ
ヤ
ラ
ハ
、 

角
、
双
調
、
木
也
、
肝
臓
通
也
、
味
す
し
、 

夏
、
中
音
、
イ
キ
シ
チ
ニ
、
ヒ
ミ
イ
リ
井
、 

 

徴
、
黄
鐘
、
火
也
、
心
臓
通
也
、
味
に
か
し
、 

土
用
、
中
音
上
、
ウ
ク
ス
ツ
ヌ
、
フ
ム
ユ
ル
ウ
、 

宮
、
一
越
調
、
土
也
、
脾
臓
通
也
、
味
あ
ま
し
、 

秋
、
下
音
中
、
ヱ
ケ
セ
テ
ネ
、
ヘ
メ
エ
レ
ヱ
、 

商
、
平
調
、
金
也
、
肺
蔵
通
也
、
味
か
ら
し
、 

冬
、
下
音
、
ヲ
コ
ソ
ト
ノ
、
ホ
モ
ヨ
ロ
オ
、 

羽
、
盤
渉
調
、
水
也
、
腎
臓
通
也
、
味
し
ハ
は

ゆ
し 
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６
一
、
文
字
之
通
す
る
次
第
①

、 

あ
、
あ
の
字
に
②

つ
う
す
る
字
ハ
、
何

い
つ
れ

も
〳
〵
上
音
也
、
５
オ
」  

 

あ
ハ
上
音
の
を
や
字
也
、 

い
、
い
の
字
へ
つ
う
す
る
字
ハ
、
中
音
な
り
、 

 
 
 
 
 
 

い
ハ
中
音
の
お
や
字
な
り
、 

う
、
う
の
字
へ
つ
う
す
る
字
ハ
、
中
音
の
内
の
上
音
な
り
、 

ゑ
、
ゑ
の
字
へ
つ
う
す
る
字
ハ
、
下
音
也
、
但
③

下
音
の
④

内
の
中
音

な
り
、 

を
、
お
の
字
へ
つ
う
ず
る
字
ハ
、
下
音
也
、
此
五
字
⑤

を
も
つ
て
、
上

音
、
中
音
、
下
音
、
引
て
知
也
⑥

、
５
ウ
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

右
⑦

、
四
十
五
字
の
大
事
と
い
つ
は
、
あ
い
う
ゑ
を
の
五
字
に
き
ハ
ま

る
な
り
、
五
字
⑧

の
う
へ
に
て
あ
つ
か
ふ
也
⑨

、
是
を
ハ
⑩

、
は
や
く
相

伝
さ
せ
さ
る
⑪

も
の
な
り
、
い
か
に
も
秘
す
べ
し
⑫

、
し
つ
た
ん
の
⑬

き

ハ
め
た
る
と
い
ふ
者
も
、
是
を
た
や
す
く
ハ
し
ら
す
、
師
の
ゆ
る
し
と

云
ハ
、
是
成
べ
し
、
此
外
に
五
字
の
な
ら
ひ
あ
る
べ
か
ら
す
、
定
次
第

此
分
別
⑭

也
、
是
を
つ
ね
に
覚
し
て
⑮

、
人
の
前
に
て
物
を
い
う
な
ら

は
、
字
の
な
ま
る
事
⑯

あ
る
へ
か
ら
す
候
⑰

、
弥
々
相
伝
の
口
伝
あ
る

へ
く
候
⑱

、
６
オ
」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

７
一
、
序
破
急
之
心
⑲

之
次
第
、 

 
 
 
 
 
 
 

序
と
云
ハ
、
静
に
あ
る
へ
き
也
、 

破
と
云
ハ
、
や
ふ
る
か
た
な
り
、 

急
と
云
ハ
、
い
そ
き
つ
む
る
か
た
也
、 

  

 

６
一
、
文
字
之
通
す
る
次
第
①

、 

あ
、
あ
の
字
え
②

つ
う
ず
る
字
ハ
、
何
も
〳
〵
上
音
也
、
あ
ハ
上
音
の

お
や
字
也
、 

い
、
い
の
字
へ
つ
う
ず
る
字
ハ
、
中
音
也
、
７
オ
」
い
ハ
中
音
の
お
や
字

也
、 

う
、
う
の
字
へ
つ
う
ず
る
字
ハ
、
中
音
の
内
の
上
お
ん
也
、 

ゑ
、
ゑ
の
字
へ
つ
う
ず
る
字
ハ
、
下
音
也
、
但
③

下
音
④

内
の
中
音
也 

 

を
、
お
の
字
へ
つ
う
ず
る
字
ハ
、
下
音
也
、
こ
の
五
音
⑤

を
も
つ
て
、

上
音
、
中
音
、
下
音
、
ひ
き
て
し
る
也
⑥

、
７
ウ
」  

 
 
 
 
 
 
 
 

右
⑦

、
四
十
五
字
之
大
事
と
い
つ
は
、 

 

あ
い
う
ゑ
を
の
五
字
に
き
わ
ま
る
也
、
五
音
⑧

の
う
へ
に
て
あ
つ
か
ふ

へ
し
⑨

、
是
を
ハ
⑩

、
は
や
く
相
伝
さ
せ
さ
る
⑪

物
也
、
い
か
に
も
〳
〵

秘
へ
し
⑫

、
し
つ
た
ん
の
⑬

き
わ
め
た
る
と
い
ふ
者
も
、
是
を
た
や
す

く
ハ
し
し

（
衍
）

ら
ず
、
師
の
ゆ
る
し
と
い
ふ
ハ
、
是
な
る
へ
し
、
こ
の
外

に
五
字
の
な
ら
ひ
あ
る
へ
か 

８
オ
」
ら
す
、
定
次
第
此
分
⑭

也
、
是
を
つ

ね
ニ
覚
し
て
⑮

、
人
の
前
に
て
物
を
い
ふ
な
ら
ハ
、
字
な
ま
る
事
⑯

、

不
可
有
候
⑰

、
弥
々
相
伝
の
口
伝
可
有
候
⑱

、 

７
一
、
序
破
急
之
心
⑲

之
次
第
、 

 
 
 
 
 
 
 

序
と
い
ふ
ハ
、
静
に
あ
る
へ
き
也
、 

破
と
い
ふ
ハ
、
や
ぶ
る
か
た
也
、 

急
と
い
ふ
ハ
、
い
そ
き
つ
む
る
か
た
也
、
８
ウ
」 

 
 

①
文
字
之
通
す
る
次
第→

文
字
相
通

の
次
第 

②
東
に
同
じ 

   

③
下
音
也
、
但→

ナ
シ 

④
般
に
同
じ 

⑤
此
五
字
（
五
音
）→

右
の
五
字 

⑥
下
音
、
引
て
知
也→

下
音
を
引
し
る 

 

也 

⑦
右→

ナ
シ 

⑧
般
に
同
じ 

 

⑨
東
に
同
じ 

⑩
是
を
ハ→

是
を 

⑪
さ
せ
さ
る→

せ
さ
る 

⑫
い
か
に
も
（
〳
〵
）
秘
へ
し→

秘
す

へ
し
〳
〵 

 
 
 

⑬
の→

を 
 
 

⑭
東
に
同
じ 

⑮
覚
し
て→

覚お
ほ

え
て 

⑯
字
の
（
字
）
な
ま
る
事→

字
な
ま
り 

⑰
あ
る
へ
か
ら
す
候→

不
可
有
之
候
也 

⑱
弥
々
相
伝
の
口
伝
可
有
候→

ナ
シ 

⑲
心→

心
持 
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序
ハ
う
き
や
か
に
し
て
、
う
へ
ハ
し
つ
か
に
①

、
下
ハ
は
や
く
あ
る
を
、

序
と
云
也
②

、 

破
と
云
ハ
③

や
ふ
る
と
云
、
拍
子
を
や
ふ
り
て
ほ
と
を
う
け
、
ほ
と
を

や
ふ
り
て
拍
子
に
か
ゝ
る
か
、
拍
子
に
か
ゝ
り
て
い
そ
き
捨
る
か
、
ほ

と
に
か
ゝ
り
て
や
ふ
る
も
ん
し
を
ま
つ
る
か
、
一
は
う

（
一
方 

？
）

破
か
た
④

あ
る 

６
ウ
」
を
破
と
い
ひ
て
、
音
曲
の
大
事
也
、
此
道
を
し
ら
す
し
て
、
う
た

ふ
事
は
や
す
事
あ
る
へ
か
ら
す
、
い
か
に
も
ほ
と
よ
く
と
も
⑤

、
又
ほ

と
の
や
ふ
る
と
も
、
一
拍
子
に
は
い
だ
さ
ぬ
も
の
な
り
、
是
を
い
ハ
ん

も
の
ハ
へ
た
な
り
⑥

、
ほ
と
拍
子
を
聞
て
や
ふ
り
た
る
を
、
破
と
い
ふ

な
り
、
能
⑦

な
ら
ひ
た
る
と
云
と
も
、
ば
か
ず
ふ
ま
ざ
る
ハ
⑧

、
な
ら

ひ
申
さ
ゞ
る
⑨

も
の
ゝ
ば
か
す
ふ
ミ
た
ら
ん
に
ハ
、
は
る
か
お
と
る
べ

し
、
去
間
、
稽
古
を
千
度
百
度
稽
古
す
る
⑩

、
じ
ん
べ
ん
あ
り
⑪

、
７
オ
」 

急
と
云
ハ
⑫

、
詠
⑬

ハ
を
そ
く
と
も
、
急
に
つ
む
る
を
急
と
云
⑭

、
心
に

急
を
持
た
る
を
、
急キ

ウ

の
段
⑮

と
云
也
、 

８
一
、
呂
律
之
心
⑯

之
事
、
呂
と
云
事
ハ
、
延
と
も
い
ひ
、
静
成
と
も
云
、

た
と
へ
は
此
曲
ハ
あ
ま
た
あ
る
也
、
り
よ
の
こ
え
、
り
よ
の
ふ
し
、 

り
よ
の
曲
と
云
ハ
、
平
家
の
や
う
也
、
か
の
曲
い
ふ
べ
き
様
は
、
文
字

を
つ
よ
く
い
ひ
か
け
て
、
延
て
曲
を
や
ハ
ら
ぐ
る
を
、
り

は
（
マ
マ
）

⑰

の
曲

と
云
な
り
、
り
よ
の
こ
ゑ
と
云
ハ
、
平
家
の
や
う
成
る
を
呂
の
声
と
云

也
、
呂
の
ふ
し
は
、
う
た
ひ
に
さ
た
め
て
あ
る
也
、
呂
角 

７
ウ
」

と

云
事
あ
り
、
是
ハ
、
延
て
よ
く
い
ひ
入
て
云
を
、
呂
角
と
云
也
、  

序
ハ
う
き
や
か
に
し
て
、
う
へ
ハ
静
①

、
下
ハ
は
や
く
あ
る
を
序
と
云
②

、 

破
ハ
③

や
ふ
る
と
い
ふ
、
拍
子
を
や
ふ
り
て
程
を
請
、
ほ
と
を
や
ふ
り

て
拍
子
に
か
ゝ
る
か
、
拍
子
に
か
ゝ
り
て
い
そ
き
捨
る
か
、
ほ
と
に

か
ゝ
り
て
や
ふ
る
も
ん
し
を
ま
つ
る
か
、
一
は
う

（
一
方 

？
）

破
か

だ
（
マ
マ
）

④

あ
る
を

破
と
い
ひ
て
、
音
曲
の
大
事
也
、
此
道
を
し
ら
す
し
て
、
う
た
ふ
事 

９
オ
」

は
や
す
事
あ
る
へ
か
ら
す
、
い
か
に
ほ
と
よ
く
と
も
⑤

、
又
ほ
と

の
や
ふ
る
と
も
、
一
拍
子
に
ハ
い
た
さ
ぬ
物
也
、
是
を
い
わ
ん
物
ハ
へ

た
也
⑥

、
ほ
と
拍
子
を
き
ゝ
て
や
ふ
り
た
る
を
、
破
と
い
ふ
也
、
能
⑦

な
ら
ひ
た
る
と
い
ふ
と
も
、
は
か
す
ふ
ま
さ
る
は
⑧

、
な
ら
ハ
さ
る
⑨

物者

の
は
か
す
ふ
ミ
た
ら
ん
に
ハ
、
は
る
か
お
と
る
へ
し
、
さ
る
間
、
稽

古
を
千
度 

９
ウ
」

百
度
稽
古
す
る
⑩

、
し
ん
へ
ん
有
⑪

、 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

急
と
い
ふ
ハ
⑫

、
詠
⑬

ハ
を
そ
く
と
も
、
き
う
に
つ
む
る
を
急
と
い
ふ

⑭

、
心
に
急
を
持
た
る
を
、
急
の
段
⑮

と
い
ふ
也
、 

８
一
、
呂
律
の
心
⑯

之
事
、
呂
と
云
事
は
、
延
と
も
い
ひ
、
静
成
と
も
い
ふ
、

た
と
へ
ハ
此
曲
ハ
あ
ま
た
あ
る
也
、
り
よ
の
こ
ゑ
、
り
よ
の
ふ
し
、
り
よ

の
曲
と
い
ふ
ハ
、
平
家 

10

オ
」

の
や
う
也
、
か
の
曲
い
ふ
へ
き
や
う
ハ
、

文
字
を
つ
よ
く
い
ひ
か
け
て
、
延
て
曲
を
や
わ
ら
く
る
を
、
り
よ
⑰

の

曲
と
い
ふ
也
、
り
よ
の
声
と
い
ふ
ハ
、
平
家
の
や
う
な
る
を
呂
の
こ
ゑ

と
い
ふ
也
、
り
よ
の
ふ
し
ハ
、
う
た
ひ
に
さ
た
め
て
あ
る
也
、
呂
角
と

い
ふ
事
有
、
是
ハ
、
延
て
よ
く
い
ひ
入
て
い
ふ
を
、
呂
角
と
い
ふ
也
、 

 

①
般
に
同
じ 

②
般
に
同
じ 

③
東
に
同
じ 

④
ま
つ
る
か
、
一
は
う
破
か
た
（
だ
）

→

ま
つ
る
へ
は
う
破
か
た 

⑤
い
か
に
も
（
い
か
に
）
ほ
と
よ
く
と

も→

い
か
程
よ
く
共 

⑥
へ
た
な
り→

下
手
の
す
る
所
な
り 

⑦
能→

但
能よ

く 

⑧
ふ
ま
ざ
る
ハ→

ふ
ま
さ
る
者
ハ 

⑨
東
に
同
じ 

⑩
稽
古
を
千
度
百
度
稽
古
す
る→

稽

古
に 

⑪
有→

あ
り
と
云
也 

⑫
急
と
い
ふ
ハ→

急
ハ 

⑬
詠→

咏
う
た
ひ 

⑭
云→

云
也 

⑮
段→

位
く
ら
い 

 

⑯
心→

心
持 

⑰
東
に
同
じ 

    

拾
は
「
い
か
程
よ
く
共
」 

 

な
ら
ハ
さ
る 

  

拾
は
「
稽
古
に
神
変
あ
り
」 
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呂
宮
と
云
曲
あ
り
、
是
は
平
家
の
こ
ゑ
の
様
に
て
、
す
る
〳
〵
と
行
を

呂
宮
と
云
、
呂
徵
と
い
ふ
ハ
、
す
る
〳
〵
と
行
様
に
て
、
き
つ
と
い
ひ

延
を
い
ふ
也
、
口
伝
あ
り
①

、 
 

律
呂
②

と
云
も
呂
徵
心
な
り
③

、
口
伝
あ
り
、
可
秘
々
々
④

、 
 

９
①
一
、
律
と
い
ふ
曲
之
事
、
律
ハ
す
ぐ
に
し
て
ふ
し
な
し
、
た
と
へ
は
滝

川
の
水
の
こ
と
し
、
す
る
〳
〵
と
い
ひ
下

 

゛

し
て
呂
に
渡
す
る
⑤

を
、

律
の
段
と
云
⑥

、
律
商
と
云
曲
、
す
ぐ
に
云
下
す
う
ち
に
、
い
ひ
や

ハ
ら
く
る
所
あ
る
べ
し
、
是
を 

８
オ
」

律
商
と
云
也
、
律
羽
と
い
ふ

ハ
、
つ
め
て
云
や
る
を
い
ふ
也
、
口
伝
在
之
⑦

、 
 

② 

此
律
を
⑧

祝
言
の
声
也
、
律
商
、
さ
し
こ
ゑ
の
内
に
あ
り
、
律
◆
◆ 

（
「
ハ
徴
」
の
二
字
を
墨
滅
）
と
い
ふ
ハ
⑨

、
あ
け
て
曲
を
⑩

云
曲
に
あ

り
、
此
曲
て
つ
へ
き
の
こ
と
し
、
此
曲
の
内
に
、
呂
〔
の
〕
曲
〔
ニ
〕

似
た
る
物
也
、
声
を
あ
ま
た
に
つ
か
ひ
て
を
き
、
り
よ
の
声
を
持
て

曲
を
す
る
、
◆
◆
（「
呂
の
」
の
二
字
を
墨
滅
）
こ
ゑ
た
ゝ
す
し
て
、
曲

⑪

、
夢
々
い
ふ
へ
か
ら
す
、
声
と
を
ら
す
共
く
る
し
か
ら
す
、
先
々
り

よ
の
こ
ゑ
⑫

を
知
る
へ
し
、
呂
ハ
う
れ 

８
ウ
」

い
の
か
た
⑬

な
り
、
律

ハ
祝
言
の
か
た
⑬

な
り
、 

10
一
、
宮
商
角
徵
羽
⑭

、
宮
ハ
⑮

土
用
也
、
商
〔
ハ
〕
⑮

秋
也
、
角
ハ
⑮

春

也
、
徵
ハ
⑮

夏
也
、
羽
ハ
⑮

冬
也
、
さ
れ
は
宮
と
出
し
て
ハ
呂
ノ
⑯

心

が
け
⑰

、
商
と
出
し
て
は
律
と
心
か
け
よ
、
角
と
出
し
て
ハ
、
何
も

心
へ
行
、
徴
羽
ハ
呂
に
う
つ
ら
さ
れ
は
、
詠
⑱

つ
ま
り
て
ハ

（
わ
）

ろ
し
、

口
伝
在
之
⑲

、 

 

呂
宮
と
い
ふ
曲
有
、
是
は
平
家 

10

ウ
」

の
声
の
や
う
に
て
、
す
る
〳
〵

と
行
を
呂
宮
と
い
ふ
、
呂
徵
と
い
ふ
ハ
、
す
る
〳
〵
と
行
や
う
に
て
、
き

つ
と
い
ひ
延
を
い
ふ
也
、
口
伝
有
①

、 

律
呂
②

と
い
ふ
も
呂
徵
心
あ
り
③

、 

口
伝
有
、
秘
へ
し
〳
〵
④ 

 

９
①
一
注

、
律
と
い
ふ
曲
之
事
、
律
ハ
す
く
に
し
て
ふ
し
な
し
、
た
と
へ
ハ
滝

川
の
水
の
こ
と
し
、
す
る
〳
〵
と 

11

オ
」

い
ひ
く
た
し
て
呂
に
渡
す
⑤

を
、
律
の
段
と
い
ふ
⑥

、
律
商
と
い
ふ
曲
、
す
く
に
い
ひ
く
た
す
内
に
、

い
ひ
や
わ
ら
く
る
所
あ
る
へ
し
、
是
を
律
商
と
い
ふ
也
、
律
羽
と
い
ふ

ハ
、
つ
め
て
い
ひ
や
る
を
い
ふ
也
、
口
伝
有
⑦

、 
 

② 

此
律
を
⑧

し
う
げ
ん
の
こ
ゑ
也
、
律
商
、
さ
し
こ
ゑ
の
内
に
あ
り
、

律
ハ
徵
と
い
ふ
ハ
⑨

、
あ
け
て
曲
⑩

い
ふ
曲
に
有
、
こ
の
曲
て
つ
へ
き

の
こ
と
し
、11

ウ
」

此
曲
の
う
ち
に
、
呂
の
曲
に
似
た
る
物
也
、
こ
ゑ

を
あ
ま
た
に
つ
か
ひ
て
お
き
、
り
よ
の
こ
ゑ
を
持
て
曲
を

（
脱
文
カ
）

⑪

努
々
い

ふ
へ
か
ら
す
、
こ
ゑ
と
を
ら
す
と
も
く
る
し
か
ら
す
、
先
々
り
よ
の

こ
ゑ
⑫

を
し
る
へ
し
、
呂
ハ
う
れ
ひ
の
か
た
⑬

な
り
、
律
ハ
祝
言
の
方

⑬

也
、 

10
一
、
宮
商
角
徵
羽
⑭

、
宮
ハ
⑮

土
用
也
、
商
ハ
⑮

秋
也
、
角
ハ
⑮

春
也
、
徵

ハ
⑮

夏
也
、12

オ
」
羽
ハ
⑮

冬
也
、
さ
れ
は
宮
と
出
し
て
ハ
呂
⑯

心
を
か
け

⑰

、
商
と
出
し
て
ハ
、
律
と
心
か
け
よ
、
角
と
い
だ
し
て
ハ
、
何
も
心

へ
行
、
徵
羽
ハ
呂
に
う
つ
ら
さ
れ
ハ
、
詠
⑱

つ
ま
り
て
わ
ろ
し
、
口
伝

有
⑲

、 

①
口
伝
あ
り→

ナ
シ 

②
律
呂→

但
、
律
呂 

③
呂
徴
心
な
（
あ
）
り→

呂
徴
の
心
也 

④
口
伝
あ
り
、
可
秘
々
々→

口
伝
有
之 

注 

東
は
改
行
ナ
シ
、「
一
」
ア
リ 

 
 

⑤
東
に
同
じ 

⑥
云→

云
也 

 
 

⑦
般
に
同
じ 

⑧
此
律
を→

此
律
ハ 

⑨
東
に
同
じ 

⑩
曲
を
（
曲
）→

ナ
シ 

⑪
般
（
墨
滅
前
）
に
同
じ
（
呂
の
声
を

持
て
曲
を
す
る
、
呂
の
声
た
ゝ
す
し

て
、
曲
） 

⑫
り
よ
の
こ
ゑ→

呂
声 

⑬
か
た→

声 
 
 

⑭
宮
商
角
徵
羽→

ナ
シ 

⑮
ハ→

ナ
シ 

⑯
呂
ノ
（
呂
）→

呂
に 

⑰
東
に
同
じ 

⑱
詠→

謡 

⑲
般
に
同
じ 
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11
一
、
座
敷
う
た
ひ
の
次
第
の
事
①

、 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
座
し
き
の
人
数
に

随
シ
タ
ガ
ウ

へ
し
、
小
座
敷
な
ど
、
又
はワ

十
人
は
か
り

ほ
と
の
事
②

な
ら
は
、
平
調 

９
オ
」
な
ど
ニ
定
て
、
こ
う
た
ひ
を
う
た
ふ

べ
し
、
大
座
敷
な
ら
は
、
双
調
、
黄
渉
な
と
に
て
う
た
ふ
べ
し
、
先
一

番
の
謡
ハ
、
人
の
耳
に
入
ほ
と
に
、
は
た
〳
〵
③

と
詠
ゐ
だ
し
て
、
人

の
心
を
し
つ
め
さ
せ
て
、
次
第
〳
〵
に
静
に
曲
す
べ
き
也
、
そ
の
座
敷

の
人
数
程
、
な
が
き
う
た
ひ
を
□ウ

（「
宋
」
に
近
い
文
字
）
た
ひ
て
〔
み

な
み
ゝ
に
入
程
う
た
い
て
〕
よ
し
、
謡
を
さ
げ
て
一
ツ
い
ひ
出
し
、
後

ハ
④

上
て
い
ひ
い
た
す
べ
し
⑤

、
口
伝
あ
り
⑥

、 

12
一
、
ふ
き
も
の
ハ
調
子
を
と
ら
む
か
為
也
、
去
程
に
音
曲
ハ
、
う
た
ひ

出
し
た
る
調
子
ヨ
リ
、
座
敷
に
て 

９
ウ
」
た
か
く
な
ら
て
ハ
⑦

、
さ
け
て

ね
取
べ
し
、
調
子
さ
か
ら
は
、
あ
け
て
調
子
を
な
を
す
〔
を
〕
⑧
、

吹

〔
キ
〕
物
の
ハ

（
わ
）

さ
と
い
ふ
⑨

、
う
た
ひ
に
つ
れ
て
ゆ
く
ハ
、
吹
も
の
ゝ

道
を
し
ら
さ
る
と
い
ふ
こ
と
也
⑩

、
座
敷
の
儀
に
お
う
す
る
を
、
上
手

と
い
う
⑪

、 
 

13
一
、
つ
ね
に
人
の
前
に
て
太
こ
な
と
打
て
、
打
納
た
る
時
、
座
し
き
〔
こ
〕

を
り
て
、
し
と
ろ
な
る
物
也
、
さ
あ
ら
ん
座
し
き
に
て
ハ
、 

謡
数
を

あ
ま
た
心
か
け
て
、
座
し
き
ぶ
け
う
に
な
ら
ぬ
様
に
、
さ
ひ
〳
〵
⑫

う

た
ひ
出
し
て
、
大
こ
の
音
の
忘
る 

10

オ
」
ほ
と
、
う
た
ふ
べ
し
、
大
鼓
、

小
つ
ゝ
ミ
、
座
敷
に
て
け
い
こ
あ
る
事
あ
り
、
是
又
座
敷
を
さ
ま
す
⑬

物
也
、
大
こ
の
有
時
の
心
也
、
但
座
敷
に
寄
べ
し
、 

 

 

11
一
、
座
敷
う
た
ひ
の
次
第
①

、
そ
の
ざ
し
キ
の
人
数
に
し
た
か
ふ
へ
し
、

小
座
敷
な
と
、
又
ハ
十
人
斗
ほ
と
入
事
②

な
ら
ハ
、
平

12

ウ
」
調
な
と
に

定
て
、
小
う
た
ひ
を
う
た
ふ
へ
し
、
大
座
敷
な
ら
ハ
、
双
調
、
わ
う
し

き
な
と
に
て
う
た
ふ
へ
し
、
先
壱
番
の
う
た
ひ
ハ
、
人
の
耳
に
入
ほ
と

に
、
は
た
〳
〵
③

と
詠
い
た
し
て
、
人
の
心
を
し
つ
め
さ
せ
て
、
次
第

〳
〵
に
静
に
曲
す
へ
き
也
、
そ
の
座
敷
の
人
数
程
、
な
か
き
う
た
ひ
を

う
た
ひ
て
、
み
な
耳
に
入
ほ
と
う
た
ひ
て 

1
3

オ
」

よ
し
、
う
た
ひ
を
さ

け
て
一
つ
い
ひ
出
し
、
の
ち
ハ
④

上
て
い
ひ
い
た
す
へ
し
⑤

、
口
伝
有

⑥

、 

12
一
、
ふ
き
物
ハ
調
子
を
と
ら
ん
か
た
め
也
、
さ
る
程
に
音
曲
ハ
、
う
た

ひ
出
し
た
る
調
子
よ
り
、
座
敷
に
て
た
か
く
な
ら
て
ハ
⑦

、
さ
け
て
ね

取
へ
し
、
調
子
さ
か
ら
ハ
、
あ
け
て
調
子
を
な
を
す
を
⑧

、
ふ
き
物
の

わ
さ
と
い
ふ
⑨

、
う
た
ひ
に
つ
れ
て
行
ハ
、
ふ
き
物
の
道 

13

ウ
」

を
し

ら
さ
る
と
い
ふ
事
也
⑩

、
座
敷
の
儀
に
お
う
す
る
を
、
上
手
と
い
ふ
⑪

、 

13
一
、
つ
ね
に
人
の
ま
へ
に
て
、
大
こ
な
と
打
て
う
ち
お
さ
め
た
る
時
、

さ
し
き
こ
お
り
て
し
と
ろ
な
る
物
也
、
さ
あ
ら
ん
座
敷
に
て
ハ
、
謡
数

を
あ
ま
た
心
か
け
て
、
さ
し
き
、
ふ
け
う
に
な
ら
ぬ
や
う
に
、
さ

ひ
〳
〵
⑫

う
た
ひ
出
し
て
、
大
こ
の
音
の
忘
る
程 

14

オ
」
う
た
ふ
へ
し
、

大
鼓
、
小
つ
ゝ
み
、
さ
し
き
に
て
稽
古
あ
る
事
有
、
是
又
座
敷
さ
む
る
⑬

物
也
、
大
こ
の
有
時
の
心
也
、
た
ゝ
し
座
敷
に
よ
る
へ
し
、 

 

①
般
に
同
じ 

②
般
に
同
じ 

  

③
は
た
〳
〵→

わ
さ
〳
〵 

 

④
ハ→

ナ
シ 

⑤
い
ひ
い
た
す
へ
し→

云
出
し
候 

⑥
口
伝
あ
り→

口
伝
在
之 

  

⑦
な
ら
て
ハ→

な
ら
ハ 

⑧
な
を
す
を→

な
を
す
へ
し
、
是
を 

⑨
い
ふ→

云
也 

⑩
と
い
ふ
こ
と
也→

ゆ
へ
也 

⑪
い
う→

云
也 

  

⑫
さ
ひ
〳
〵→

細
々

ほ
そ
ぼ
そ 

 

⑬
東
に
同
じ 
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14
一
、
座
敷
う
た
ひ
を
ほ
つ
と
所
望
あ
り
て
①

、
太
こ
、
つ
ゝ
ミ
に
て
稽
古

あ
ら
ん
に
ハ
、
う
た
ふ
べ
か
ら
す
、
稽
古
過
て
、
つ
い
で
よ
く
ハワ

、
重

而
う
た
ふ
べ
し
、 

15
⓪
一
、
音
曲
十
五
之
大
事
②

、 
 

第
一
、
い
き
つ
き
の
大
事
③

、10

ウ
」 

第
二
、
曲
之
前
曲
、 

第
三
、
し
ほ
る
曲
、 

第
四
、
論ロ

ン

儀
む
き
の
曲
、 

第
五
、
ゆ
る
曲
、 

第
六
、
う
た
ひ
と
む
る
曲
、 

第
七
、
二
④

な
ら
ひ
た
る
曲
、 

第
八
、
う
た
の
曲
、 

第
九
、
次
曲
、11

オ
」 

第
十
、
長
い
ふ
ま
し
き
曲
字
⑤

、 

第
十
一
、
し
た
か
る
く
⑥

ゆ
ふ
曲
、 

第
十
二
、
声
枕
の
曲
、 

第
十
三
、
引
延
曲
⑦

、 

第
十
四
、
枕
拍
子
の
曲
、 

第
十
五
、
拍
子
あ
ひ
の
曲
⑧

、 

①
一
、
⑨  

い
き
つ
ぎ
の
曲
の
大
事
⑩

、
い
き
つ
き
の
能
、
同
う
た
ひ
⑪

に

て
も
あ
れ
、
い
き
つ
ま
る
事
あ
ら
は
、
う
た
ひ
と
む
る
て
に
ハ
の

字
を
、
一
ツ 

11

ウ
」

す
て
ゝ
い
ふ
、
又
う
た
ひ
と
む
る
所
の
引

字
あ
る
へ
く
候
、
そ
の
文
字
を
引
す
し
て
⑫

、
い
き
を
つ
く
べ
し
、 

14
一
、
座
敷
う
た
ひ
を
ほ
つ
と
所
望
あ
り
て
①

、
大
こ
、
つ
ゝ
ミ
に
て
稽
古

あ
ら
ん
に
ハ
、
う
た
ふ
へ
か
ら
す
、
け
ひ
こ
過
て
、
つ
ひ
て
よ
く
ハ
、

重
而
う
た
ふ
へ
し
、14

ウ
」 

15
⓪
一
、
音
曲
十
五
之
大
事
②

、 

第
一
、
い
き
つ
き
の
大
事
③
、 

 

第
二
、
曲
之
前
曲
、 

第
三
、
し
ほ
る
曲
、 

第
四
、
ろ
ん
き
む
き
の
曲
、 

第
五
、
ゆ
る
曲
、 

第
六
、
う
た
ひ
と
む
る
曲
、 

第
七
、
二
④

な
ら
ひ
た
る
曲
、15

オ
」 

第
八
、
哥
之
曲
、 

第
九
、
次
曲
、 

 
 

第
十
、
長
い
ふ
ま
し
き
曲
字
⑤

、 

第
十
一
、
し
た
か
る
く
⑥

い
ふ
曲
、 

第
十
二
、
声
枕
の
曲
、 

第
十
三
、
引
延
曲
⑦

、 

第
十
四
、
枕
拍
子
の
曲
、 

第
十
五
、
拍
子
あ
ひ
の
曲
⑧

、 

①
一
、
第
一
⑨

、
い
き
つ
ぎ
の
曲
の
大
事
⑩

、
い
き
つ
き
の
能
、
同
う

た
ひ
⑪

に
て
も
あ
れ
、
い
き
つ
ま
る
事
あ
ら
ハ
、
う
た
ひ
と
む
る

て
に
は
の
字
を
、
一
ツ
す
て
ゝ
い
ふ
、
又
う
た
ひ
と
む
る
所
の

引
字
可
有
候
、
そ
の
も
し
を
引
す

じ
（
マ
マ
）

て
⑫

、
い
き
を
つ
く
へ
し
、 

 

 

①
あ
り
て→

あ
る
に 

  

②
大
事→

大
事
次
第 

③
い
き
つ
き
の
大
事→

い
き
つ
き 

    

④
二→

ナ
シ 

  

⑤
曲
字→

字
曲 

⑥
か
る
く→

か
ろ
く 

⑦
曲→

ナ
シ 

  

⑧
拍
子
あ
ひ
の
曲→

拍
子
あ
ひ
の
曲

是
な
り 

⑨
東
に
同
じ 

⑩
大
事→

事 
 

⑪
い
き
つ
き
の
能
、
同
う
た
ひ→

何
咏 

⑫
般
に
同
じ 



 
1
0
 

ほ
ん
に
云
、 

 

「
千
代

〈

放

生
川

〉

の
こ
ゑ
の
ミ
い
や
ま
し
に
、
い
た
ゝ
ま
る

（
マ
マ
）

①

や
し
ろ
哉
、
〳
〵
」、 

此
「
い
や
ま
し
に
」
の
「
に
」
の
字
を
②

ひ
か
す
し
て
い
ふ
、
た
と

へ
は
「
千
代
の
こ
ゑ
の
み
い
や
ま
し
に
、
い
た
ゝ
き
ま
つ
る
や
し
ろ

哉
、
〳
〵
」、
い
つ
れ
も
此
文
字
の
心
成
べ
し
、
又
内
六
の
謳
ハ
③

十

し
る
し
を
く
也
、12

オ
」 

八
嶋
「
爰
ハ
八
嶋
の
」「
う
ら
風
迄
も
長
閑
か
成
④

、
は
る
や
⑤

〔
ア
〕

こ
ゝ
ろ
を
」、 

浮
舟
「
か
し
こ
き
代
々
に
あ
り
な
か
ら
、
な
を
身
を
う
ち
⑥

と
を
も

ハ
め
や
、
〳
〵
」、 

当
摩
「
法
の
庭
に
ま
し
る
な
り
、
御
法
の
庭
に
ま
し
る
な
り
」、 

老
松
「
た
を
り
や
す
る
と
も
る
梅
の
、
は
な
か
き
⑦

い
さ
や
」
、 

野
々
宮
「
き
て
し
も
あ
ら
ぬ
か
り
の
世
に
、
行
か
へ
る
こ
そ
う
ら 

 

ミ
な
れ
⑧

」
、 

井
筒
「
夢
心
、
な
に
の
を
と
に
か
さ
め
て
ま
し
、
〳
〵
」、 

み
も
す
そ
「
枝
を
な
ら
さ
ぬ
雨
土
の
、
神
の
い
と
く
ハ
あ
り
か
た 

や
、
〳
〵
」、12

ウ
」 

舟
橋
「
と
か
ハ
十
⑨

道
お
ゝ
し
、
ま
こ
と
の
橋
を
渡
さ
は
や
⑩

」
、 

錦
木
「
千
度
百
夜
い
た
つ
ら
に
、
く
や
し
き
た
の
ミ
成
り
け
る 

そ
、
〳
〵
」、 

右右

、
加
様
に
ま
ハ
し
て
行
字
を
ま
ハ
さ
で
云
を
、
い
き
つ
き
の
曲
と

云
也
、
何
も
⑪

此
心
得
た
る
へ
き
也
、 

 

ほ
ん
に
云
、 

「
千
代

〈

放

生
川

〉

の
声
の
ミ
い
や
ま
し
に
、
い
た
ゝ
き
ま
つ
る
①

や
し
ろ
か

な
、
〳
〵
」、16

オ
」 

此
「
い
や
ま
し
に
」
の
「
に
」
の
字
を
②

ひ
か
す
し
て
い
ふ
、
た
と

へ
ハ
「
千
代
の
声
の
ミ
い
や
ま
し
に
、
い
た
ゝ
き
ま
つ
る
や
し
ろ
か

な
、
〳
〵
」、
い
つ
れ
も
此
文
字
の
心
な
る
へ
し
、
又
内
六
の
謳
ハ
③

十
し
る
し
おを

く
也
、 

 
 
 

八
嶋
「
爰
ハ
八
嶋
の
」「
う
ら
風
ま
て
も
の
と

（
マ
マ
）

成
④

、
は
る
や
⑤

心 

〔
ア
〕
を
」、 

浮
舟
「
か
し
こ
き
代
々
に
あ
り
な
が
ら
、
な
を
身
を
う
ち
⑥

と
お
も 

 

ハ
め
や
、
〳
〵
」、 

当
摩
「
法
の
庭
に
ま
じ
る
な
り
、
御
法
の
庭
に
ま
じ
る
な
り
」、16

ウ
」 

老
松
「
た
ほ
り
や
す
る
と
も
る
梅
の
、
花
か
ぎ

（
マ
マ
）

⑦

い
さ
や
」、 

野
々
宮
「
き
て
し
も
あ
ら
ぬ
か
り
の
世
に
、
行
か
へ
る
こ
そ
う
ら 

 

ミ
な
れ
⑧

」、 
井
筒
「
夢
心
、
な
に
の
音
に
か
さ
め
て
ま
し
、
〳
〵
」、 

み
も
す
そ
「
枝
を
な
ら
さ
ぬ
雨
土
の
、
神
の
い
と
く
ハ
あ
り
か
た

や
、
〳
〵
」、 

  
 

船
橋
「
と
が
ハ
十
⑨

道
お
ゝ
し
、
ま
こ
と
の
橋
を
渡
さ
ハ
や
⑩

」、 

錦
木
「
千
度
百
夜
い
た
づ
ら
に
、
く
や
し
き
た
の
ミ
成
け
る
ぞ
、 

〳
〵
」、 

右
、
か
や
う
に
ま
ハ
し
て
行
字
を
ま
ハ
さ
て
い
ふ
を
、
い
き
つ 

き
の
曲
と
云
也
、
い
れ

（
マ
マ
）

も
⑪ 17

オ
」

此
可
為
心
得
也
、 

 

 ①
東
に
同
じ 

 ②
を→

ナ
シ 

 ③
ハ→

を 
 
 
 
 

④
般
・
拾
は
「
な
」
に
直
ゴ
マ
と
引
キ
、

東
も
同
じ
か
（
東
・
拾
図
版
参
照
） 

⑤
般
・
東
は
「
や
」
に
ノ
ミ
。
拾
は
「
春
」

に
ノ
ミ
、〔
ア
〕
ナ
シ
（
東
・
拾
図
版

参
照
） 

⑥
う
ち→

う
し 

 

⑦
般
に
同
じ 

 

⑧
う
ら
ミ
な
れ→

う
ら
み
な
れ
〳
〵 

  

⑨
十→

十
の 

⑩
渡
さ
は
や→

渡
さ
は
や
〳
〵 

  

⑪
般
に
同
じ 



 
1
1
 

②
一
、
第
二
、
曲
前
の
曲
、
此
曲
ハ
①

、
い
か
に
も
〳
〵
か
ろ
く
し
て
、

う
き
や
か
に
、
を
う
き
に
②

い
ひ
出
し
て
、
曲
の
と
こ
ろ
を
い
ひ
や

ハ
ら
く
る
を
、
曲
の
前
の
曲
と
云
、
大
キ
に
い
ひ
か
く
る
を
曲
と
い

ふ
、
延
て
い
ひ
や
ハ
ら
け
呂
に
な
る
を
ハ
曲
と
は
い
は
す
、13

オ
」

大
き
に
い
ふ
を
、
曲
の
ま
へ
の
曲
と
云
也
、
此
謳
に
て
能
々
し
る
な

り
、 

 

上
宮

大
（
マ
マ
）

子
「
松
風
夢
を
破
て
、
こ
か
う
③

の
天
も
」、 

嶋
廻
「
床
の
山大

」
「
つ
ゝ
め大

と
も
」「
よ
川
の
水
の
す
ゑ
か
と
よ大

」、 

蘓
武
「
た
の
も
の
か
り
も
人
な大

れ
て
、
人゛

き
ん
を
も
さ
ら
さ
り
け
れ

ハ
」
「
き
い
の
思
ひ
④

な
し
」、 

と
う
た
い
き
「
水
の
う
へ
の
あ大

ハ
」「
ゑ
ひ
く
ハ

（
マ
マ
）

⑤

春
の
花
、
き
の
ふ

ハ
」、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

よ
ろ
ほ
し
「
ま
こ
と
成
か
や
⑥

、
末
世
さ
う
ハ
う
の
御
誓
⑦

」、 

し
ゆ
ん
く
ハ
ん
「
此
嶋
の
鳥
獣
も
、
な
く
ハ
わ
れ
を
」
、 

利
妋フ

人ジ
ン

⑧

「
つ
い
に
御
門
に
み
え
た
ま
ハ
す
し
て
」
、 

「
り
ふ
し
ん
ハ
も
と
ハ
是
」、13

ウ
」 

碪
キ
ヌ
タ

「
そ
の
夢
ハ
や
ふ
り
そ大

、
く
し
く
ゝ

（

マ

マ

）

後
ハ
」「
月
ハ
か
り

（

マ

マ

）

風 

 
 

の
け
き
⑨

」「
う
ら
め
し
か
り
け
る
、
い
ん
く
ハ
の
ま
う
し
う
」 

「
あ
ら
う
て
な
や
⑩

そ
ら
事
や
、

 

（
マ
マ
）

か
ゝ
る
人
の
こ
ゝ
ろ
か
」
注

、 

か
る
か
や
「
そ
れ
人
間
の
別
ハ
、
又
い
つ
の
代
に
か
⑪

あ
ふ
へ
き
」

「
ま
う
ざ
う
⑫

て
ん
た大

う
、
夢
ま
ほ
ろ
し
の
世
の
中
に
」、 

 

②
一
、
第
二
、
曲
前
之
曲
ハ
①

、
い
か
に
も
〳
〵
か
ろ
く
し
て
、
う
き
や

か
に
、
お
う
き
に
②

い
ひ
出
し
て
、
曲
の
と
こ
ろ
を
い
ひ
や
わ
ら
く

る
を
、
曲
の
前
の
曲
と
い
ふ
、
大
キ
に
い
ひ
か
く
る
を
曲
と
い
ふ
、

延
て
い
ひ
や
わ
ら
け
呂
に
な
る
を
ハ
曲
と
ハ
い
ハ
す
、
大
き
に
い

ふ
を
、
曲
の
ま
へ
の
曲
と
い
ふ
也
、
こ
の
謡 

17

ウ
」

に
て
よ
く
〳
〵

し
る
也
、 

 
 

上
宮
太
子
「
松
か
せ
夢
を
破
て
こ
が
う
③

の
天
も
」、 

嶋
廻
「
床
の
山大

」「
つ
ゝ
め大

ど
も
」「
よ
川
の
水
の
す
ゑ
か
と
よ大

」、 

蘓
武
「
た
の
も
の
か
り
も
人
な大

れ
て
、
人
き
ん
を
も
さ
ら
ざ
り
け
れ

バ
」「
き
い
の
お
も
ひ
④

な
し
」、 

と
う
た
い
き
「
水
の
う
へ
の
あ大

ハ
」「
ゑ
ひ
く
わ

（
マ
マ
）

⑤

春
の
花
、
き
の

ふ
ハ
」、 

 

よ
ろ
ぼ
し
「
ま
こ
と
な
る
か
な
や
⑥

、
末
世
さ
う
わ
う
の
御
ち
か
ひ
⑦

」、 

し
ゆ
ん
く
わ
ん
「
此
嶋
の
鳥
獣
も
、
な
く
ハ
わ
れ
を
」、1

8

オ
」 

り
ふ
じ
ん
⑧

「
つ
い
に
御
門
に
み
え
た
ま
ハ
す
し
て
」
「
り
ふ
じ
ん

ハ
も
と
ハ
こ
れ
」、 

 

き
ぬ
た
「
そ
の
夢
ハ
や
ふ
り
そ大

、
く
し
く
ゝ

（

マ

マ

）

後
ハ
」「
月
ハ
か
り

（

マ

マ

）

風

の
け
き
⑨

」
「
う
ら
め
し
か
り
け
る
、
い
ん
ぐ
わ
の
ま
う
し

う
」
「
あ
ら
う
て
な
や
⑩

そ
ら
事
や
、

  

（
マ
マ
）

か
ゝ
る
人
の
心

か
」
注

、 

か
る
か
や
「
そ
れ
人
間
の
わ
か
れ
ハ
、
又
い
つ
の
代
に
か
⑪

あ
ふ
へ
き
」 

「
ま
う
さ
う
⑫

て
ん
た
う大

、
夢
ま
ほ
ろ
し
の
世
の
中
に
」、 

 

①
般
に
同
じ 

②
を
（
お
）
う
き
に→

大
き
に 

     

③
こ
か
（
が
）
う→

五
更 

    

④
思
ひ→

思
ひ
を 

⑤
ゑ
ひ
く
ハ
（
わ
）→

ゑ
い
く
ハ 

 

⑥
東
に
同
じ 

⑦
誓→

撰 

 

⑧
り
ふ
じ
ん→

花
か
た
み 

   

⑨
の
け
き→

の
と
け
き 

⑩
う
て
な
や→

う
つ
ゝ
な
や 

注 

⑨
⑩
以
外
は
拾
も
同
文 

 

⑪
か→

ナ
シ 

⑫
東
に
同
じ 



 
1
2
 

墨
染
桜
「
右
近

（
難
読
）

①

の
桜
に
い
た
る
ま
て
、
此
は
な
②

」「
鳥
の
お
ひ
て

か
へ
る
と
き
ハ
③

」
、 

哥
う
ら
「
き
ゆ
る
物
ハ
〔
二
〕
度
」「
し
よ
さ
た
ざ
ひ
な
り
、
し
は

ら
く
」、 

き
ん
菊
④

「
頭
北
面
西
う
け
ふ
く
ハ
」「
二
万
ざ
ひ
の
は
し
め
よ
り
、

此
と
こ
ろ
の
主
た
れ
と
、
老
翁
い
ま
た
」、14

オ
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

初
瀬

ハ

ツ

セ

六
代
「
つ
る
き
を
も
お
ゝ
し
て
⑤

、
我
子
を
」、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

江
口
「
さ
き
の
世
の
む
く
ひ
ま
て
、
お
も
ひ
や
る
こ
そ
」、 

ゆ
ら
物
狂

や
う
き
う
と
も
□
⑥

「
夕
へ
の
さ
か
ひ
の
か
ね
を
」「
ま
事
に
、
ご
ん
げ
ん
の

ち
か
ひ
か
や
」
、 

お
き
の
院
「
あ
ま
の
こ
ほ
り
か
り
た
の
郷ガ

ウ

ど
（
こ
の
あ
と
「
言
所
に
」

と
書
く
も
貼
紙
で
抹
消
）
」
「
い
ま
ハ
と
ま
や
の
」
「
さ
ら
で

だ
に
、
か
な
し
か
る
へ
き
」、 

た
か
む
ら
「
此
た
び
君
の
た
め
、
け
き
し
ん
あ
り
し

か
（
マ
マ
）

⑦

と
も
か

ら
を
⑧

、
さ
ん
さ
ん
に

（

マ

マ

）

ね
ま
て
も
な
く

（

マ

マ

）

 

注

」
、 

よ
り
風
「
佐
賀
野
ゝ
は
ら
の
女
郎
花
、
な
に
め
て
し
」
、 

ま
つ
ら
物
狂
⑨

「
ミ
や
〔
こ
〕
の
か
た
へ
行
舟
の
、
た
よ
り
を
ま
つ

へ
き
」「
舟
の
⑩

せ
ん
と
う
な
り
」
「
心
え
手
合
⑪

」、 

鵜
飼
「
今
ハ
せ
ん
ひ
を
く
ゆ
る
と
も
⑫

、
か延

い
も
」、14

ウ
」 

橋
立
「
は
て
し
所
を
訪
ぬ
れ
ど
も
」、 

あ
り
と
を
し
「
た

て
（
マ
マ
）

雲
⑬

す
き
に
み
れ
は
」「
月
け
の
此
駒
を
引
立

み
れ
は
ふ
し
き
や
な
⑭

」、 

墨
染
桜
「
左
近
①

の
桜
に
い
た
る
ま
で
、
此
は
な
②

」「
鳥
の
お
ひ
て

か
へ
る
と
き
ハ
③

」、 

哥
う
ら
「
き
ゆ
る
物
ハ
二
度
」「
し
よ
さ
た
ざ
ひ
也
、
し
は
ら
く
」、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

18

ウ
」 

き
ん
菊
④

「
頭
北
面
西
う
け
ふ
く
わ
」「
二
万
ざ
ひ
の
は
じ
め
よ
り
、

此
と
こ
ろ
の
主
た
れ
と
、
老
翁
い
ま
た
」、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

は
つ
せ
六
代
「
つ
る
ぎ
を
も
お
ゝ
し
て
⑤

、
我
子
を
」、 

 
 
 
 
 
 

江
口
「
さ
き
の
世
の
む
く
ひ
ま
で
、
お
も
ひ
や
る
こ
そ
」、 

ゆ
ら
物
狂

や
う
き
う
と
も
云
⑥

「
ゆ
ふ
へ
の
さ
か
ひ
の
か
ね
を
」「
ま
こ
と
に
、
ご
ん 

げ
ん
の
ち
か
ひ
か
や
」、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
き
の
院
「
あ
ま
の
こ
ほ
り
、
か
り
た
の
が
う
と
」「
い
ま
ハ
、
と

ま
や
の
」「
さ
ら
で
だ
に
、
か
な
し
か
る
べ
き
」、 

た
か
む
ら
「
こ
の
た
び
き
み
の
た
め
、
け
き
し
ん
あ
り
し
⑦

と
も

か
ら
を
⑧

、
さ
ん
〳
〵
に

（

マ

マ

）

ね
ま
て
も
な
く

（

マ

マ

）

 

注

」、19

オ
」 

よ
り
風
「
さ
が
の
ゝ
原
の
女
郎
花
、
な
に
め
で
し
」、 

ま
つ
ら
物
狂
⑨
「
都
の
か
た
へ
行
舟
の
、
た
よ
り
を
ま
つ
へ
き
」

「
我
此
舟
の
⑩

船
頭
な
り
」「
心
え
手
合
⑪

」、 
 
 
 
 
 
 
 
 

う
か
ひ
「
い
ま
ハ
せ
ん
ひ
を
く
ゆ
れ
ど
も大

⑫

、
か
い延

も
」、 

は
し
た
て
「
は
て
し
所
を
尋
ぬ
れ
ど
も
」、 

あ
り
ど
を
し
「
た
つ
雲
⑬

す
き
に
ミ
れ
は
」「
月
毛
の
此
駒
を
ひ
き

た
て
ミ
れ
バ
不
思
儀
⑭

」、 

 

①
東
に
同
じ
。 

②
は
な→

か
な 

③
と
き
ハ→

と
き 

 

④
き
ん
菊→

白
鬚 

 

⑤
お
ゝ
し
て→

お
ら
し
て 

 

⑥
や
う
き
う
と
も
□
（
云
）→

ナ
シ 

 

⑦
東
に
同
じ 

⑧
と
も
か
ら
を→

と
も
か
ら
共
か
ら

を
（
衍
カ
） 

 

注 

拾
も
同
文(

さ
ん
〳
〵
に
ね
ま
て

も
な
く) 

 

⑨
ま
つ
ら
物
狂→

松
浦
物
語 

⑩
東
に
同
じ 

⑪
心
え
手
合→

心
得
て
手
を
あ
ハ
せ 

⑫
東
に
同
じ
。
但
し
拾
は
「
か
い
も
」

の
「
か
」
に
「
大
延
」
の
節
付 

⑬
東
に
同
じ 

⑭
般
に
同
じ 

 



 
1
3
 

百
万
「
な
き
あ
と
の
涙
こ
す
」「
嵐
の
か
せ
松
の
尾
」、 

清
経
「
か
や
う
に
聞
え
し
か
ば
、
新
中
納
言
と
あ

（
マ
マ
）

へ
す
①

」、 

右
之
②

前
之
曲
之
心
得
③

、
此
謡
の
覚
悟
〔
ニ
テ
〕
可
在
之
④

、 

③
一
、
⑤  

し
ほ
る
曲
ノ
⑥

、
た
と
へ
ハ
し
ほ
る
曲
と
云
ハ
、
是
を
く
る

と
も
い
ふ
也
、
先
し
ほ
る
と
い
ふ
ハ
、
た
ち
こ
ゑ
成
も
、
音
を
ひ

し
き
て
た
ゝ
ぬ
⑦

や
う
に
し
て
、
い
か
に
も
し
ほ
り
入
た
る
を
、

し
ほ
る
と
云
て
、
面
白
曲
也
、
く
る 

15

オ
」

と
い
ふ
ハ
、
そ
ら
へ

矢
を
く
り
あ
く
る
こ
と
く
に
云
上
ル
を
、
く
る
と
言
也
⑧

、
し
ほ

る
曲
と
く
る
曲
⑨

と
ハ
、
を
な
し
物
の
か
は
れ
る
も
の
也
、
し
ほ

る
曲
、
く
る
曲
、
い
つ
れ
に
て
も
く
る
曲
と
い
ふ
心
、
し
ほ
る
曲
と

言
曲
、
此
う
た
ひ
〔
の
〕
心
あ
り
と
云
也
⑩

、 
 

し
ほ
る
曲
に
い
ふ
「
は
な

〈
大
原
御
幸
〉

か
た
み
ひ
ち
に
か
け
さ
せ
た
ま
へ
る
⑪

ハ
女
院
に
て
ハ

（
わ
）

た
ら
せ
さ
ふ
ら
ふ
⑫

」
、 
 

松
風
「
あ
し
へ
の
、
田
鶴
こ
そ
ハ
た
ち
さ
ハ
け
、
四
方
の
」、 

「
な
だ
の
、
し
ほ
く
む
う
き
身
そ
と
」、 

住
田
川
「
わ
か
お
も
ひ
子
ハ
東
路
に
、
あ
る
や
な
し
や
と
、
と
へ
と

も
〳
〵
」「
し
や
う
じ
ぢ
や
う
や
の
月
⑬ 

15

ウ
」

影
」「
南
無

阿
弥
陀
仏
〳
〵
〳
〵
⑭

」、 

松
浦
物
狂
「
そ
の
時
、
水
主
か
ん
と
り
と
も
、
し
ゆ
ん
風
に
ほ
を
あ

け
て
」、 

浮
船
「
川
よ
り
を
ち
の
夕
け
ふ
り
」「
道
ハ
、
ま
よ
ハ
す
」「
な
げ
き

し
末
ハ
」「
あ
ふ
さ
き
る
さ
の
⑮

」
「
小
嶋
の
色
ハ
」、 

 

 

 

百
万
「
な
き
跡
の
な
ミ
た
こ
す
」「
嵐
の
か
ぜ
松
の
尾
」、 

清
経
「
か
や
う
に
聞
へ
し
か
バ
新
中
納
言
と
り
あ
へ
ず
①

」、 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

右
之
②

曲
之
前
之
曲
之
心
得
③

、
此
謡
の
覚
悟

19

ウ
」

に
て
可
有
之
④ 

③
一
、
第
三
⑤

、
し
ほ
る
曲
⑥

、
た
と
へ
ハ
し
ほ
る
曲
と
云
ハ
、
是
を
く

る
と
も
い
ふ
也
、
先
し
ほ
る
と
云
ハ
、
た
ち
こ
ゑ
な
り
と
も
、
音
を

ひ
し
き
て
た
ゝ
ぬ
⑦

や
う
に
し
て
、
い
か
に
も
し
ほ
り
入
た
る
を 

し
ほ
る
と
い
ひ
て
面
白
曲
也
、
く
る
と
い
ふ
ハ
、
そ
ら
へ
矢
を
く
り

あ
く
る
こ
と
く
に
い
ひ
あ
く
る
を
、
く
る
曲
と
い
ふ
⑧

、20

オ
」

し
ほ

る
曲
と
く
る
曲
⑨

と
ハ
、
お
な
し
物
の
か
は
れ
る
物
也
、
し
ほ
る
曲
、

く
る
曲
、
い
つ
れ
に
て
も
く
る
曲
と
い
ふ
心
、
し
ほ
る
曲
と
云
曲
、

此
う
た
ひ
の
心
に
有
と
云
也
⑩

、 

し
ほ
る
曲
に
い
ふ 

「
は
な

〈
大
原
御
幸
〉

か
た
ミ
ひ
ち
に
か
け
さ
せ
た
ま
へ
る
⑪

ハ
女
院
に
て
わ
た
ら
せ
さ
ふ

う
（
マ
マ
）

⑫

」、 

松
風
「
あ
し
べ
の
、
た
づ
こ
そ
ハ
た
ち
さ
わ
げ
、
四
方
の
」、 

「
な
た
の
、
し
ほ
く
む
う
き
身
そ
と
」、 

住
田
川
「
わ
が
お
も
ひ
子゛

ハ
あ
づ
ま
ぢ
に
、
あ
り
や
な
し
や
と
、
と

へ
ど
も
〳
〵
」「
し
や
う
じ
ぢ
や
う
や
の
月
⑬

影
」
「
な
む

あ
ミ
た
仏
〳
〵
〳
〵
⑭

」、20

ウ
」 

松
浦
物
狂
「
其
時
、
水
主
か
ん
ど
り
ど
も
、
じ
ゆ
ん
風
に
ほ
を
あ
げ

て
」
、 

浮
舟
「
川
よ
り
お
ち
の
ゆ
ふ
け
ふ
り
」「
道
ハ
、
ま
よ
ハ
ず
」「
な
げ

き
し
末
ハ
」「
あ
ふ
さ
き
る
さ
の
⑮

」「
小
嶋
の
色
ハ
」
、 

 

 

①
東
に
同
じ 

②
之→

ナ
シ 

③
（
曲
之
）
前
之
曲
之
心
持
（
得
）→

 

曲
之
前
之
曲
之
心
持 

④
〔
ニ
テ
〕
可
在
之→

あ
る
へ
し 

⑤
東
に
同
じ 

⑥
東
に
同
じ 

⑦
た
ゝ
ぬ→

た
え
ぬ 

⑧
東
に
同
じ 

⑨
と
く
る
曲→

ナ
シ 

⑩
心
（
に
）
あ
り
と
云
也→

心
に
有
と

な
り 

⑪
た
ま
へ
る→

給
ふ 

⑫
般
に
同
じ 

    

⑬
月→

月
の 

⑭
南
無
阿
弥
陀
仏
〳
〵
〳
〵→

南
無

阿
弥
陀
仏
〳
〵 

   

⑮
の→

ナ
シ 



 
1
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し
ほ
る
①

曲
の
心
得
②

也
、
く
る
曲
と
云
曲
ハ
、 

 
 
 
 

静
③

「
し
つ
や
し
つ
、
し
つ
の
を
た
ま
き
く
り
返
し
」
、 

百
万
「
け
に
や
を
も
ん
み
れ
ハ
何
国
と
て
も
す
め
は
」「
さ
か
り
、

過
行
山
さ
く
ら
」、 

通
小
町
「
お
も
き
か
う
へ
の
さ
よ
衣
」「
月
ハ
待
ら
ん
月
を
ハ
待
ら

ん
、
我
を
は
ま
た
し
、
そ
ら
事
や
」、16

オ
」 

当
麻
「
じ
ひ
か
ゆ
ふ
」、
如
此
③

の
心
に
て
く
り
上
ル
也
、 

④
一
、〔
第
四
〕、
ろ
ん
ぎ
む
き
の
曲
之
事
、
論
儀
に
二
人
し
て
う
た
ふ

事
あ
り
、
同
音
の
う
た
④

を
う
た
ふ
も
の
ハ
、
す
る
〳
〵
と
つ
よ

く
う
た
ふ
べ
し
、
う
け
取
か
た
ハ
呂
に
う
け
取
べ
し
、
論
儀
に
呂

律
⑤

あ
る
也
、
同
音
の
⑥

方
ハ
、
曲
を
う
た
ふ
と
心
へ
、
つ
よ
く
い

ひ
か
け
て
、
請
取
方
も
呂
に
ゆ
う
〳
〵
と
う
け
と
ら
す
べ
し
、
う

け
と
る
方
ニ
、
あ
か
さ
た
〔
な
〕
は
ま
や
ら
わ
の
文
字
、
人
の
も

し
も
文
字
⑦

あ
ら
は
、
そ
れ
に
て
曲
を
す
べ
し
、
た
け
く
ら
べ
の

所
あ
ら
は
、
前
の
く
を
つ
よ
く 
16

ウ
」

い
ひ
わ
た
し
て
、
後
の
句

を
呂
に
云
、
た
ゞ
う
き
世
の
曲
と
い
ふ
ハ
、
す
ミ
の
口
を
れ
す
し

て
、
を
し
な
く
り
て
行
、
い
ゝ
出
す
文
字
⑧

〔
ツ
〕
ヨ
ク
〔
い
ゝ
い

だ
さ
せ
て
、
次

弟
（
マ
マ
）

⑨

文
字
よ
り
〕
や
ハ
ら
く
る
事
な
き
を
、
を
し

な
く
る

謡
ウ
タ
イ

と
い
ふ
⑩

、
又
人
の

ハ
（
わ
）

ろ
き
を
う
と
き
と
⑪

そ
だ

て
ゝ
、
わ
が
め
ひ
よ
を
せ
よ
、
ハ

（
わ
）

ろ
き
⑫

を
そ
し
り
、
よ
き
を
そ

ね
め
は
⑫

、
我
一
人
上
手
に
て
候
と
い
ハ
ぬ
ハ
か
り
に
て
、
人
お

か
し
き
物
也
、
人
を
そ
だ
つ
れ
は
、
我
か
上
ニ
成
る
也
、 

 

 

し
ほ
る
①

曲
の
心
得
②

也
、
く
る
曲
と
い
ふ
曲
ハ
、 

 
 
 

静
③

「
し
づ
や
し
づ
、
し
づ
の
お
だ
ま
き
く
り
か
へ
し
」、 

百
万
「
げ
に
や
お
も
ん
ミ
れ
バ
い
づ
く
と
て
も
す
め
バ
」「
さ
か
り
、

過
行
山
ざ
く
ら
」、 

通
小
町
「
お
も
き
が
う
へ
の
さ
よ
衣
」「
月
ハ
ま
つ
ら
ん
月
を
バ
待

ら
ん
、
我
を
ハ
ま
た
じ
、
そ
ら
こ
と
や
」、2

1

オ
」 

当
摩
「
じ
ひ
か
ゆ
ふ
」、
如
此
③

の
心
に
て
く
り
あ
ぐ
る
也
、 

④
一
、
第
四
、
ろ
ん
ぎ
む
き
の
曲
の
事
、
ろ
ん
き
に
二
人
し
て
う
た
ふ
事

有
、
同
音
の
う
た
④

を
う
た
ふ
者
ハ
、
す
る
〳
〵
と
つ
よ
く
う
た
ふ 

へ
し
、
う
け
取
か
た
ハ
呂
に
請
取
へ
し
、
ろ
ん
き
に
律
呂
⑤

あ
る
也
、

同
音
の
⑥

方
ハ
、
曲
を
う
た
ふ
と
心
へ
、
つ
よ
く
い
ひ
か
け
て
、
請

取
か
た
も
呂
に
ゆ
ふ
〳
〵
と 

21

ウ
」
う
け
と
ら
す
へ
し
、
う
け
取
方

に
、
あ
か
さ
た
な
は
ま
や
ら
わ
の
文
字
、
人不

審

の
も
し
も
文
字
⑦

あ
ら

ハ
、
そ
れ
に
て
曲
を
す
へ
し
、
た
け
く
ら
へ
の
所
あ
ら
ハ
、
前
の
く

を
つ
よ
く
い
ひ
わ
た
し
て
、
後
の
句
を
呂
に
い
ふ
、
た
ゝ
う
き
世
の

曲
と
い
ふ
ハ
、
す
ミ
の
口
お
れ
す
し
て
、
お
し
な
く
り
て
行
、
い
ゝ

出
す
文
字
を
⑧

つ
よ
く
い
ゝ
い
た
さ
せ
て
、
次
⑨ 

22

オ
」

文
字
よ
り
や
わ

ら
く
る
事
な
き
を
、
お
し
な
く
る
謡
と
い
ふ
⑩

、
又
人
の
わ
ろ
き
を

う
と
き
と
⑪

そ
た
て
ゝ
、
わ
か
め
ひ
よ
を
せ
よ
、
わ
ろ
き
⑫

を
そ
し

り
、
よ
き
を
そ
ね
ハ
⑬

、
わ
れ
一
人
上
手
に
て
候
と
い
は
ぬ
は
か
り

に
て
、
人
お
か
し
き
物
也
、
人
を
そ
た
つ
れ
は
、
わ
か
う
へ
に
成
也
、 

  

①
し
ほ
る→

右
、
し
ほ
る 

 

②
心
得→

心
持 

③
静→

二
人
静 

   

③
如
此→

右
か
く
の
こ
と
く 

 

④
う
た→

か
た 

⑤
東
に
同
じ 

⑥
の→

ナ
シ 

 

⑦
人
の
も
し
も
文
字→

ナ
シ 

    

⑧
東
に
同
じ 

⑨
次
弟
（
次
）→

次
の 

⑩
い
ふ→

云
也 

 

⑪
と→

を 
 

⑫
ハ
（
わ
）
ろ
き→

悪あ
し

き 

⑬
般
に
同
じ 
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恋
重ヲ

モ

荷
「
よ大

し
と
て
も
、
〳
〵小

延

、
此
ミ
ハ
か
ろ
し
い
た
つ
ら
に
、 

 

恋
の
や
つ
こ
と
我
な
り
て

（

マ

マ

）

注

」、 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

も
と
め
塚
「
は大

る
の
野
に
、
〳
〵小

延
①

、
す
み
れ
つ
ミ
に
と
う
し
人
②

の
」
、17

オ
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

小
原
御
幸
「
爰大

と
て
や
、
〳
〵
③ 

、
け
に
し
や
つ
く
ハ
う
の
し
つ

か
な
る
」
、 

常
陸
帯

ヒ
タ
チ
オ
ヒ

「
よ大

し
と
て
も
け
ふ
④

ヨ
リ
ハ
、
人
も
我
も
む
つ
ひ
月
の
」、 

と
く
さ
「
と大

く
さ
か
る
、
〳
〵

少
延

、
そ
の
⑤

あ
さ
き
ぬ 

袖
ぬ
れ
て 

み
か
ゝ
ぬ
露
の
玉
そ
ち
る
」、 

論
儀
の
う
ち
に
下
返
す
所
あ
ら
は
、
前
大
き
に
い
ゝ
か
け
て
、
後

ハ
延
て
そ
と
い
ふ
ヲ
、
論
儀
む
き
⑥

の
曲
と
い
ふ
、
口
伝
あ
り
、 

曲
ハ
つ
よ
き
に
よ
ハ
き
を
そ
へ
て
、
た
と
へ
は
、
す
ゝ
き
の
風
に

随
シ
タ
ガ

ふ
⑦

こ
と
し
、 

⑤
一
、
第
五
、
ゆ
る
曲
と
い
ふ
事
、
ゆ
る
曲
ハ
、
う
ゑ
ヨ
リ
あ
ら 

〳
〵
と
ゆ
り
下
し
て
、
次
第
に
い
ひ
つ
め
て
、
は
し
の
き
ざ
め
⑧

を
る
ゝ
こ
と
く
に
い
ふ
べ
き 

17

ウ
」
な
り
、
た
ゞ
あ
て
所
⑨

な
く
し

て
ハ
、
は
て
は
な
し
、
返
々
、
き
ざ
橋
を
渡
や
う
に
⑩ 

 

相
生
「
南
枝
花
初
て
開
」
、
是
ハ
「
う
」
の
字
ヨ
リ
つ
め
て
云
な
り
、 

一
、
佐
保
山
「
み
な
れ
い
げ
ん
の
神
所
た
り
」
、
是
ハ
「
い
」
の
字

に
て
つ
む
る
也
、 

一
、
知
明
「
く
れ
な
い
な
ひ
く
は
た
の
あ
し
、
ち
り
〳
〵
に
成
け
し

き
に
て
⑪

」
、 

  

恋
お
も
荷
「
よ大

し
と
て
も
〳
〵小

延 

此
ミ
ハ
か
ろ
し
い
た
づ
ら
に 

恋
の
や
つ
こ
と
我
な
り
て

（

マ

マ

）

注

」、2
2

ウ
」 

も
と
め
塚
「
は大

る
の
野
に
〳
〵少

延
① 

す
ミ
れ
つ
ミ
に
と
う
ら
人
②

の
」、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
原
御
幸
「
爰大

と
て
や
〳
〵少

延
③ 

け
に
し
や
つ
く
わ
う
の
し
づ
か

な
る
」、 

ひ
た
ち
帯
「
よ大

し
と
て
も
け
ふ
④

よ
り
は
、
人
も
我
も
む
つ
ひ
月
の
」、 

と
く
さ
「
と大

く
さ
か
る
、
〳
〵少

延

、
き
そ
の
⑤

あ
さ
ぎ
ぬ
袖
ぬ
れ
て
、 

 

み
が
ゝ
ぬ
露
の
玉
そ
ち
る
」、 

ろ
ん
き
の
う
ち
に
下
返
す
所
あ
ら
ハ
、
前
大
き
に
い
ゝ
か
け
て
、 

後
ハ
延
て
そ
と
云
を
、
ろ
ん
き
む
き
⑥

の
曲
と
い
ふ
、
口
伝
有
、 

 
 
 

23

オ
」
曲
ハ
つ
よ
き
に
よ
わ
き
を
そ
へ
て
、
た
と
へ
ハ
、
す
ゝ
き
の

風
に
し
た
か
ふ
か
⑦

こ
と
し
、 

⑤
一
、
第
五
、
ゆ
る
曲
と
い
ふ
事
、
ゆ
る
曲
ハ
、
う
ゑ
よ
り
あ
ら  

〳
〵
と
ゆ
り
く
た
し
て
、
次
第
に
い
ひ
つ
め
て
、
は
し
の
き
さ
め

の
⑧

お
る
ゝ
こ
と
く
に
い
ふ
へ
き
也
、
た
ゝ
あ
て
所
⑨

な
く
し
て

ハ
、
は
て
は
な
し
、
返
々
き
さ
橋
を
わ
た
る
や
う
に
⑩

、23

ウ
」 

相
生
「
南
枝
花
初
て
開
」、 

是
ハ
「
う
」
の
字
よ
り
つ
め
て
い
ふ
也
、 

 

 
 
 
 

佐
保
山
「
ミ
な
れ
ひ
げ
ん
の
神
所
た
り
」、 

是
ハ
「
い
」
の
字
に
て
つ
む
る
也
、 

知
明
「
く
れ
な
ひ
な
び
く
は
た
の
あ
し
、
ち
り
〳
〵
に
な
る
け 

し
き
に
て
⑪

」、 

 

注 

拾
も
同
文
（
恋
の
や
つ
こ
と
我
な

り
て
） 

①
般
に
同
じ 

②
う
し
（
ら
）
人→

こ
し
人 

③
拾
は
「
小
延
」
の
節
付
ア
リ 

④
け
ふ→

け
ふ
り 

⑤
東
に
同
じ 

  

⑥
論
儀
む
き→

論
義 

 

⑦
東
に
同
じ 

  

⑧
東
に
同
じ 

⑨
所→

所
も 

⑩
渡
や
う
に→

わ
た
る
や
う
に
心
得

へ
し 

   

⑪
般
・
東
・
拾
共
、
ユ
リ
の
節
付
が
「
に
」

に
一
個
、
「
て
」
に
二
個
。
但
し
般
・

東
は
へ
の
字
型
（
東
・
拾
図
版
参
照
） 
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是
ハ
「
ゑ
」
①

の
字
に
て
つ
む
る
也
②

、 
一
、
八
嶋
「
し
ゆ
ら
た
う
の
有
□
ま
御
ら
ん
せ
よ

（

マ

マ

）
注
１

」、
是
ハ
「
を
」
③

の
字
に
て
つ
む
る
也
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

一
、
百
万
「
こ
の
世
ハ
そ
も
い
つ
く
の
ほ
と
そ
や
」、
是
ハ
「
あ
」

の
字
に
て
つ
む
る
也
④

、18

オ
」 

 
 

右
、
此
五
番
の
ゆ
り
と
む
る
所
の
文
字
の
心
ニ
テ
、
い
つ
れ
も
ゆ
り

と
む
る
也
、 

 

一
、
采
女
「
月
に
な
け
、
を
な
し
雲
井
の
ほ
と
ゝ
き
す
、
天

ア 

ア

津

そア

ら
⑤

ね
の
よ
ろ
つ
代
ま
て
に
」、
是
ハ
又
口
伝
⑥

、 

⑥
一
、
第
六
、
謳
と
む
る
曲
之
事
、
う
た
ひ
を
う
た
ひ
出
す
所
、
序
に
て

う
た
ひ
出
さ
は
序
に
て
と
め
、
破
に
て
う
た
ひ
出
し
た
る
⑦

謡
を
は

破
に
て
と
め
た
る
を
、
音
曲
の
大
事
ニ
仕
也
⑧

、
是
を
う
た
ひ
の
く

つ
か
ふ
り
と
云
て
、
た
し
な
む
事
也
、
い
か
に
も
〳
〵
う
つ
く
し

く
、
う
た
い
出
し
て
、
や
ハ
ら
か
に
う
た
ひ
と
む
る
も
の
な
り
、
た

と
ひ
⑨

破
の
う
た
ひ
に
て 

18

ウ
」

あ
り
と
も
、
少
静
に
し
て
、
序
の

心
に
う
た
い
と
む
る
を
能
と
云
也
、 

⑦
一
、
第
七
、
曲
二
な
ら
ひ
た
る
所
之
曲
之
事
、
を
な
し
文
字
、
二
も
三

も
な
ら
ひ
て
あ
る
所
あ
り
、
何
れ
も
心
の
か
ハ
り
あ
る
べ
し 

籠
太
鼓
「
恋
と
云
事
も
う
ら
ミ
と
云
事
も
、
な大

き中

な
ら
ひ
な延

ら 

 
 
 
 

ば
」
、 

此
「
い
ふ
事
も注

２

」
の
「
も
」
の
字
、
ハ
し
め
の
「
も
」
字
⑩

を
ハ 

 
 
 
 

是
ハ
「
し
」
①

の
字
に
て
つ
む
る
② 

 

八
嶋
「
し
ゆ
ら
だ
う
の
有
様
御
覧
ぜ
よ

（

マ

マ

）
注
１

」、
是
ハ
「
せ
」
③

の
字

に
て
つ
む
る
な
り
、 

  

 
 

百
万
「
こ
の
世
ハ
そ
も
い
づ
く
の
程
ぞ
や
」
に
て
つ
む
る
也
④

、  

右
、
此
五
番
の
ゆ
り
と
む
る
所
の
文
字
の
心
に
て
、
い
つ
れ
も
ゆ
り

と
む
る
也
、 

24

オ
」 

采
女
「
月
に
な
け
、
お
な
じ
雲
井
の
郭
公
、
あ
まア

つア

空ア

⑤

ね
の
よ

ろ
づ
よ
ま
で
に
」
是
ハ
又
口
伝
有
⑥

、 

 

⑥
一
、
第
六
、
謳
と
む
る
曲
之
事
、
う
た
ひ
を
う
た
ひ
出
す
所
、
序
に 

て
う
た
ひ
出
さ
は
序
に
て
と
め
、
破
に
て
う
た
ひ
出
し
た
る
⑦

謡
を

ハ
破
に
て
と
め
た
る
を
、
音
曲
之
大
事
に
す
る
な
り
⑧

、
是
を
う
た

ひ
の
く
つ
か
ふ
り
と
い
ひ
て
、
た
し 

24

ウ
」

な
む
事
也
、
い
か
に
も

〳
〵
、
う
つ
く
し
く
う
た
ひ
出
し
て
、
や
わ
ら
か
に
う
た
ひ
留
る
物

也
、
た
と
ひ
⑨

破
の
う
た
ひ
に
て
あ
り
と
も
、
少
静
に
し
て
序
の
心

に
う
た
ひ
留
る
を
能
と
云
也
、 

⑦
一
、
第
七
、
曲
二
な
ら
ひ
た
る
所
之
曲
の
事
、
お
な
し
文
字
、
二
も
三

も
な
ら
ひ
て
あ
る
所
有
、
い
つ
れ
も
心
の
か
わ
り
あ
る 

25

オ
」
へ
し
、 

籠
太
鼓
「
恋
と
い
ふ
事
も
う
ら
ミ
と
云
事
も
、
な大

き中

な
ら
ひ
な延

ら

ハ
」、 

此
「
い
ふ
事
も
」
の
「
も
」
の
字
、
ハ
し
め
の
「
も
」
字
⑩

を
ハ 

 

①
般
に
同
じ 

②
般
に
同
じ 

注
１ 

拾
も
同
文
（
御
覧
せ
よ
） 

③
般
に
同
じ 

④
般
に
同
じ 

 ⑤
ユ
リ
の
節
付
が
、
般
は
「
天
」
に
二
個
、

「
そ
」
に
一
個
、
東
は
「
ま
」
「
つ
」

「
空
」
に
各
一
個
、
拾
は
「
あ
」「
ま
」

「
つ
」
に
各
一
個
。
但
し
般
・
東
は
へ

の
字
型
。
拾
に
は
「
ア
」
の
補
筆
ナ
シ

（
東
・
拾
図
版
参
照
） 

⑥
口
伝
（
口
伝
有
）→

口
伝
在
之 

⑦
出
し
た
る→

出
し
た
ら
ん 

⑧
東
に
同
じ 

   

⑨
た
と
ひ→

ナ
シ 

      

注
２ 

波
線
部
を
朱
線
で
消
し
た
後
、

丸
で
括
っ
て
イ
キ
と
す
る 

⑩
「
も
」
字→

「
も
」
の
字 



 
1
7
 

 
中
音
に
い
ゝ
て
、
後
の
「
も
」
の
字
を
引
下
て
い
ふ
べ
し
、「
な
き

な
ら
い
①

な
ら
は
」
の
「
な
」
の
字
三
ツ
②

あ
り
、
始
の
「
な
」
の

字
を
ハ
大
ニ
い
ひ
て
、
中
の
「
な
」
の
字
を
中
音
に
延
て
、
商
の

曲
に
て
い
ゝ
て
、
と
む
③

「
な
」
の

19

オ
」

字
を
呂
に
て
い
ふ
を
、

曲
二
な
ら
い
た
る
曲
の
大
事
と
い
ふ
、
い
つ
れ
に
と
り
て
も
、
お

な
し
心
也
、
次
第
〳
〵
に
い
ゝ
や
ハ
ら
ぐ
る
也
④

、
用
べ
し
、 

 

野
々
ミ
や
、
是
ハ
二
柱
の
曲
と
云
事
、
大
事
也
、「
も
り
の引

⑤

木

の
間延

の呂

ゆ
ふ
つ
く
よ
、
か
け
か
す
か
な
る
木
の
下

引 

下
⑥

の
、
く
ろ

き
の
鳥

シ
？
□

⑦

居
の
⑧

二大

柱当

に
、
立
か
く
れ
て
う
せ
に
け
り
、
あ
と
た

ち
か
く
れ
う
せ
に
け
り
」
、「
二
柱
」
の
所
に
て
俄
に
い
へ
は
、

た
ひ
〳
〵
に
曲
か
は
り
て
ハ

（
わ
）

ろ
し
⑨

、「
森
の
」
ゝ
文
字
ヨ
リ
ふ

し
か
ハ
り
て
、「
此
ま
」
の
「
の
」
ゝ
字
、「
こ
の
下
」
の
「
の
」

字
、
「
く
ろ
木
」
の
「
ゝ
」
字
、「
鳥
居
」
の
「
ゝ
」
字
、
此
五

の
て
に

（
マ
マ
）

の
「
ゝ
」
字
う
ち
⑩

、
心

19

ウ
」

か
け
て
別
々
に
い
へ
ハ
、

を
の
つ
か
ら
二
柱
ハ
い
ハ
る
ゝ
也
、
た
と
へ
ハ
大
事
の
関
を
と

を
る
に
、
く
ハ
し
よ

（

過

書

）

を
取
た
る
こ
と
く
、「
二
柱
」
の
所
を
す
る

〳
〵
と
と
を
る
や
う
に
心
か
く
る
也
、
曲
口
伝
あ
り
⑪

、 

三
井
寺
「
先
初
夜
の
鐘
を
つ
く
時
ハ
」「
後
夜
の
鐘
を
つ
く
時中

ハ
」

「
じ
ぢ
や
う
の
⑫

ひ
ゝ
き
ハ下

」「
入

 

相
ハ大

上

」
、
此
四
の
「
わ
」
⑬

の

字
い
つ
れ
も
曲
有
、
別
々
の
曲
有
、
如
此
曲
ハ
ち
が
い
有
、
是
ハ 

 

 

中
音
に
い
ゝ
て
、
後
の
「
も
」
の
字
を
引
下
て
い
ふ
へ
し
、「
な

き
な
ら
ひ
の

（
衍
）

①

な
ら
ハ
」
の
「
な
」
の
字
、
三
②

有
、
始
の
「
な
」

の
字
を
ハ
大
に
い
ひ
て
、
中
の
「
な
」
の
字
を
中
音
に
延
て
、
商

の
曲
に
て
い
ひ
て
、
と
む
③

「
な
」
の 

25

ウ
」

字
を
呂
に
て
い
ふ

を
、
曲
二
な
ら
ひ
た
る
曲
の
大
事
と
い
ふ
、
い
つ
れ
に
と
り
て
も
、

お
な
し
心
な
り
、
次
第
〳
〵
に
い
ひ
や
わ
ら
く
る
也
④

、
用
へ
し
、 

 

野
々
宮
、
是
ハ
二
柱
の
曲
と
い
ふ
事
、
大
事
也
、「
も
り引

⑤

の
木
の

間延

の呂

ゆ
ふ
つ
く
よ
、
影
か
す
か
な
る
木
の
下

引 

下
⑥

の
、
く
ろ
木
の
鳥

シ
？
め

⑦

居
の
⑧

二大

柱当

に
、
た
ち
か
く
れ
て
う
せ
に
け
り
、
あ
と
た
ち
か
く

れ
失
に
け
り
」、26

オ
」 

「
二
柱
」
の
所
に
て
俄
に
い
へ
ハ
、
た
ひ
〳
〵
に
曲
か
ハ
り
て
わ

ろ
し
⑨

、「
森
の
」
ゝ
文
字
よ
り
ふ
し
か
は
り
て
、「
こ
の
間
」
の

「
ゝ
」
字
、「
こ
の
下
」
の
「
の
」
字
、「
く
ろ
木
」
の
「
ゝ
」
字
、

「
鳥
居
」
の
「
ゝ
」
字
、
こ
の
五
の
て
に
は
の
「
ゝ
」
字
よ
り
⑩

心
か
け
て
別
々
に
い
へ
ハ
、
お
の
つ
か
ら
二
柱
ハ
い
わ
る
ゝ
也
、

た
と
へ
ハ
大
事
の
関
を
と
お
る
に
、
く
わ
し
よ

（

過

書

）

を
取
た
る
こ
と
く

「
二
柱
」26
ウ
」

の
所
を
す
る
〳
〵
と
と
を
る
や
う
に
心
か
く
る

也
、
曲
口
伝
有
⑪

、 

三
井
寺
「
先
初
夜
の
か
ね
を
つ
く
時
ハ
」「
後
夜
の
か
ね
を
つ
く

時中

ハ
」
「
じ
ぢ
や
う
の
⑫

ひ
ゝ
き
ハ下

」
「
い
り
あ
ひ
ハ大

上

」
、
此
四
の

「
わ
」
⑬

の
字
い
つ
れ
も
曲
有
、
別
々
の
曲
有
、
如
此
曲
は
ち 

①
般
に
同
じ 

②
東
に
同
じ 

 

③
と
む→

と
む
る 

 

④
也→

事
を 

⑤
東
・
拾
直
ゴ
マ
（
般
は
虫
損
に
よ
り
形

状
不
明
）
に
「
引
」。 

⑥
般
・
東
・
拾
直
ゴ
マ
に
「
引
」。
拾
は
「
下
」

の
節
付
ナ
シ 

⑦
般
・
東
・
拾 

「
の
」
に
ユ
リ
型
の
博
士
。

拾
は
「
鳥
」
に
傍
記
ナ
シ 

⑧
般
・
拾
直
ゴ
マ
。
東
は
上
ゲ
ゴ
マ 

 

（
以
上
東
・
拾
図
版
参
照
） 

⑨
ハ
（
わ
）
ろ
し→

悪あ
し

し 

⑩
東
に
同
じ 

   

⑪
曲
口
伝
あ
り→

曲
口
伝
在
之 

  

⑫
じ
ぢ
や
う
の→

し
ん
て
う
の 

⑬
「
わ
」→

「
ハ
」 



 
1
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口
伝
し
て
、
音
曲
う
ま
き
様
に
う
た
ふ
を
し
や
う
す
と
い
ふ
、
但
、

余
に
〳
〵
う
ま
か
ら
す
る
ハ
わ
ろ
し
、
只
う
た
ひ
ハ
、
ぶ
さ
い
に
て

①

ミ
つ
〳
〵
と
有
を
②

よ
き
と
云
也
、 

⑧
一
、
第
八
、
哥
の
曲
③

、
是
ハ
哥
の
ひ
か
う
に
に
た
る
を
哥
の
曲 

 
 
 

20

オ
」

と
す
、
然
共
、
ひ
か
う
にニ

に
てテ

に
さ
る
物
と
い
ふ
、
ひ
か
う

な
れ
は
無
曲 

（
以
下
、
こ
の
項
内
は
改
行
な
し
） 

西
行
桜
「
花
見
に
と
、
む
れ
つ
ゝ
④

人
の
来
る
の
ミ
か
⑤

、
あ
た
ら

桜
の
と
か
に
ハ
あ
り
け
る
」
曲
ハ
口
伝
に
有
⑥ 

き
よ
つ
ね
「
世
の
中
の
、
う
さ
に
ハ
神
も
な
き
物
を
、
何
い
の
る
ら

ん
心
つ
く
し
に
」「
さ
り
と
も
と
、
お
も
ふ
心
も
虫
の
音

も
、
よ
は
り
は
て
ぬ
る
秋
の
暮
か
な
」 

江
口
「
秋
の
水
、
み
な
き
り
お
ち
て
さ
る
舟コ

の延

⑦

、
月
も
影
さ
す
」 

住
田
河
「
聞
や
如
何
、
う
は
の
空
成
風
た
に
も
、
松
に
音
す
る
習
あ

り
」 

 

熊
野
「
老
ぬ
れ
は
、
さ
ら
ぬ
わ
か
れ
の
あ
り
と
い
へ
ハ
、
弥
々
見
ま

く
ほ
し
き
君
哉
」「
如
何
せ
ん
、
都
の
春
も
お
し
け
れ
と
、
な

れ
し
あ
つ 

20

ウ
」

ま
の
花
や
ち
る
ら
ん
」 

 

杜
若
「
か
ら
衣
、
き
つ
ゝ
な
れ
に
し
つ
ま
し
あ
れ
は
、
は
る
〳
〵
き

ぬ
る
旅
お
し
そ
お
も
ふ
」 

此
哥
の
⑧

心
〔
成
〕
⑨

を
哥
曲
⑩

と
い
ふ
也
、
曲
ハ
口
伝
に
有
⑪

、 

⑨
一
、
第
九
、
次
曲
と
い
ふ
事
ハ
、
此
曲
ハ
細
々
な
き
曲
也
、
但
、
人
珍

敷
曲
を
い
ひ
か
く
る
に
⑫

、
大
に
い
ひ
か
け
は
、
ち
い
さ
く
ほ
そ 

 

 

が
ひ
あ
り
、
是
ハ
口
伝
し
て
、
音
曲
う
ま
き
様
に
う
た
ふ
を 

2
7

オ
」

上
手
と
い
ふ
、
但
、
余
に
〳
〵
う
ま
か
ら
す
る
ハ
わ
ろ
し
、
た
ゝ
う

た
ひ
ハ
、
ふ
さ
ひ
に
て
①

ミ
つ
〳
〵
と
あ
る
を
②

よ
き
と
い
ふ
也
、 

⑧
一
、
第
八
、
哥
之
曲
③

、
是
ハ
哥
の
ひ
か
う
に
に
た
る
を
哥
の
曲
と
す
、 

然
共
、
ひ
か
う
に
ゝ
て
に
さ
る
物
と
い
ふ
、
ひ
か
う
な
れ
ハ
無
曲
、 

西
行
桜
「
花
ミ
に
と
、
む
れ
て
④

人
の
く
る
の
ミ
ぞ
⑤

、
あ
た
ら
桜
の

と
か
に
ハ
あ
り
け
る
」27

ウ
」

曲
ハ
口
伝
に
有
⑥

、 

き
よ
つ
ね
「
世
の
中
の
、
う
さ
に
ハ
神
も
な
き
物
を
、
何
い
の
る
ら

ん
心
つ
く
し
に
」「
さ
り
と
も
と
、
お
も
ふ
心
も
む
し
の
音

も
、
よ
は
り
は
て
ぬ
る
秋
の
暮
哉
」、 

江
口
「
秋
の
水
、
み
な
き
り
落
て
さ
る
舟コ

の延

⑦

、
月
も
影
さ
す
」、 

す
ミ
田
川
「
き
く
や
い
か
に
、
う
は
の
空
な
る 

2
8

オ
」

か
せ
だ
に
も
、

松
に
音
す
る
な
ら
ひ
あ
り
」、 

 

熊
野

遊

屋

「
老
ぬ
れ
バ
、
さ
ら
ぬ
別
の
あ
り
と
い
へ
バ
、
い
よ
〳
〵
み
ま

く
ほ
し
き
君
哉
」
「
い
か
に
せ
ん
、
ミ
や
こ
の
春
も
お
し
け
れ

ド
、
な
れ
し
あ
づ
ま
の
花
や
ち
る
ら
ん
」、 

杜
若
「
か
ら
衣
き
つ
ゝ
な
れ
に
し
つ
ま
し
あ
れ
バ
、
は
る
〳
〵
き
ぬ

る
た
び
を
し 

28
ウ
」

ぞ
お
も
ふ
」 

 

此
哥
⑧

心
成
⑨

を
哥
の
曲
⑩

と
云
也
、
曲
は
口
伝
に
有
⑪

、 

⑨
一
、
第
九
、
次
曲
と
い
ふ
事
ハ
、
此
曲
ハ
細
々
な
き
曲
也
、
但
、
人 

 
 

珍
敷
曲
を
い
ひ
か
く
る
と
⑫

、
大
に
い
ひ
か
け
は
、
ち
ひ
さ
く
ほ
そ 

さ
く
ほ
そ 

 

①
ぶ
（
ふ
）
さ
い
に
て→

ナ
シ 

②
を→

ナ
シ 

③
曲→

曲
ハ 

 

④
般
に
同
じ 

⑤
東
に
同
じ 

⑥
口
伝
に
有→

口
伝
在
之 

  

⑦
拾
は
「
コ
」「
延
」
の
節
付
ナ
シ 

      

⑧
此
哥
の→

右
此
哥
の 

⑨
心
〔
成
〕→

心 
 

⑩
東
に
同
じ 

⑪
口
伝
に
有→

口
伝
在
之 

⑫
般
に
同
じ 
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く
い
ふ
へ
し
、
ほ
そ
く
延
て
い
ひ
か
け
は
、
大
に
い
ふ
へ
き
也
、 

是
ハ
一
人
音
曲
ニ
ハ
な
し
、
一
人
う
た
い
に
い
ふ
ハ
、
た
ゝ
み
た
る

曲
に
て
わ
ろ
し
、
但
〔
一
〕
人
し
て
も
い
ゝ
た
く
ハ
、
一
字
大
に
、

一
句
ほ
そ
く
延
て
云
へ
し
、 

⑩
一
、
第
十
、
長
い
ふ
ま
し
き
字
の
曲
①

、
村
雨
の
「
め
」
の
ぢ
、
さ
ゝ 

め
こ
と
の
「
め
」
の
字
、
う
ね
め
の
「
め
」
の
ぢ
、
し
の
ゝ
め
の
「
め
」

の
ぢ
、
こ
さ
め
の
「
め
」
の
ぢ
、
春
雨
の
「
め
」
の
ぢ
、
あ
や
め
の

「
め
」21

オ
」

の
「
め
」
の

（

 

衍

 

）

ぢ
、
い
と
め
の
「
め
」
の
ぢ
、
お
と
め
の

「
め
」
の
ぢ
、
さ
こ
め
②

の
「
め
」
の
ぢ
、
此
た
ぐ
ひ
の
「
め
」
の
字
、

あ
し
へ
の
「
へ
」
の
字
、
し
へ
③

の
「
へ
」
の
ぢ
、
よ
る
べ
の
「
へ
」

の
ち
、
春
へ
の
「
へ
」
の
ぢ
、
さ
わ
へ
の
「
へ
」
の
ち
、 
④ 

 

岡
辺
⑤

の
「
へ
」
の
ち
、
野
へ
の
「
へ
」
の
ぢ
⑥

、
井
筒
の
「
つ
」
の
ぢ
、
あ

き
つ
す
の
「
つ
」
の
ぢ
、
つ
ら
き
物
の
「
つ
」
の
ぢ
、
つ
い
の
「
つ
」

の
ぢ
、
松
虫
の
「
つ
」
の
ぢ
、
つ
ゝ
り
さ
せ
の
「
つ
」
の
ぢ
、
き
つ

ね
の
「
つ
」
の
ぢ
、
つ
き
の
ふ
の
「
ふ
」
の
ぢ
、
た
ゝ
の
ぶ
の
「
ふ
」

の
ぢ
、
し
の
ふ
の
「
ふ
」
の
ぢ
、
し
や
う
ふ
の
「
ふ
」
の
ぢ
、
せ
う

ふ
の
「
ふ
」
の
ぢ
、
此
た
ぐ
ひ
の
ぢ
を
は
か
ろ
く
、
そ
と
い
ふ
字
に

あ
た
れ
は
わ
ろ
し
、
し
あ
ん
し
て
い
ふ
へ
し
、 

⑪
一
、
第
十
一
、
し
た
か
ろ
く
い
ふ
曲
の
事
、
こ
ゝ
に
、
か
ろ
き
と
い
ふ

を
は
や
き
と
い
ふ
事
、
に
た
る
物
也
、
か
ろ
き
ハ
よ
し
、
は
や
き
ハ

わ
ろ
し
、
静
成
ハ
よ
し
、
し
た
る
き
ハ
わ
ろ
し
、
如
此
心
得

21

ウ
」

て
、 

 

く
い
ふ
へ
し
、
ほ
そ
く
延
て
い
ひ
か
け
ハ
、
大
に
い
ふ
へ
き
也
、 

是
は
一
人
音
曲
に
ハ
な
し
、
一
人
う
た
ひ
に
云
ハ

29

オ
」、
た
ゝ
み
た

る
曲
に
て
わ
ろ
し
、
但
一
人
し
て
も
い
ひ
た
く
ハ
、
一
字
大
に
、
一

句
ほ
そ
く
延
て
云
へ
し
、 

 

⑩
一
、
第
十
、
長
い
ふ
ま
し
き
字
の
曲
①

、
村
雨
の
「
め
」
の
字
、
さ
ゝ

め
こ
と
の
「
め
」
の
字
、
う
ね
め
の
「
め
」
の
字
、
し
の
ゝ
め
の
「
め
」

の
字
、
こ
さ
め
の
「
め
」
の
字
、
春
さ
め
の
「
め
」
の
字
、
あ
や
め

の
「
め
」
の
字
、
い
と
め
の
「
め
」
の
字 

2
9

ウ
」

乙
女
の
「
め
」
の

字
、
さ
こ
め
②

の
「
め
」
の
字
、
此
た
く
ひ
の
「
め
」
の
字
、
あ
し

へ
の
「
へ
」
の
字
、
し
へ
③

の
「
へ
」
の
字
、
よ
る
へ
の
「
へ
」
の

字
、
春
へ
の
「
へ
」
の
字
、
さ
わ
へ
の
「
へ
」
の
字
、
い
そ
へ
の
「
へ
」

の
字
、
わ
た
な
へ
の
「
へ
」
の
字
④

、
岡
へ
⑤

の
「
へ
」
の
字
、
野
へ

の
「
へ
」
の
字
⑥

、
井
つ
ゝ
の
「
つ
」
の
字
、
あ
き
つ
す
の
「
つ
」

の
字
、
つ
ら
き
物
の
「
つ
」
の
字 

30

オ
」

つ
ゐ
の
「
つ
」
の
字
、
松

む
し
の
「
つ
」
の
字
、
つ
ゝ
り
さ
せ
の
「
つ
」
の
字
、
き
つ
ね
の
「
つ
」

の
字
、
つ
き
の
ふ
の
「
ふ
」
の
字
、
た
ゝ
の
ふ
の
「
ふ
」
の
字
、
し

の
ふ
の
「
ふ
」
の
字
、
し
や
う
ふ
の
「
ふ
」
の
字
、
せ
う
ふ
の
「
ふ
」

の
字
、
此
た
く
ゐ
の
字
を
ハ
、
か
ろ
ク
、
そ
と
ゆ
ふ
字
に
あ
た
れ
ハ

わ
ろ
し
、
し
あ
ん
し
て
い
ふ
へ
し
、 

⑪
一
、
第
十
一
、
し
た
か
ろ
く
い
ふ
曲
の
事
、3

0

ウ
」

爰
に
、
か
ろ
き
と

い
ふ
を
は
や
き
と
い
ふ
事
、
に
た
る
物
也
、
か
ろ
き
ハ
吉
、
は
や

き
ハ
わ
ろ
し
、
静
な
る
ハ
よ
し
、
し
た
る
き
ハ
わ
ろ
し
、
如
此 

 

い
ふ
事 

に
た
る
物
也 

 

    

①
曲→

曲
の
事 

   

②
さ
こ
め→

さ
く
め 

③
し
へ→

し
る
へ 

④
東
に
同
じ
。（
傍
線
部
が
入
る
） 

⑤
岡
辺→

岡
の
へ 

⑥
野
へ
の
「
へ
」
の
ぢ
（
字
）→

ナ
シ 

        

 
 



 
2
0
 

て
か
ろ
く
い
ふ
や
う
、
縦

タ
ト
ヘ

ば
、
し
た
を
よ
く
か
へ
し
て
、
字
を
み

じ
か
く
、
し
た
の
さ
き
に
て
字
を
あ
つ
か
い
て
い
へ
は
、
し
た
か
ろ

き
曲
に
成
、
謳ア

ト
カ

注

ハ
静
に
文
字
を
は
や
く
い
ふ
へ
し
、
文
字
の
わ
け

も
な
く
、
字
に
も
あ
た
ら
て
、
さ
た
め
な
き
や
う
に
う
た
へ
ハ
、
し

た
る
き
①

な
り
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

⑫
一
、
第
十
二
、
音
枕
の
曲
と
い
ふ
ハ
、
声
枕
と
云
②

ハ
、
声
を
出
す
と

き
、
謡
の
出
る
所
の
声
を
い
か
ら
か
し
て
、
人
の
み
ゝ
に
つ
ぶ
さ
に

入
、
さ
て
曲
の
所
を
い
ひ
や
わ
ら
ぐ
る
③

べ
し
、
曲
の
前
の
曲
の
心

よ
り
、
つ
よ
ミ
を
入
て
い
ひ
出
す
を
、
声
の
枕
と
い
ふ
也
、
但
た
ひ

〳
〵
に
あ
る
へ
か
ら
す
、
座
敷
一
度
に
三
度
あ
る
へ
し
、 

⑬
一
、
第
十
三
、
引
延
曲
と
い
ふ
事
、
是
第
一
諷
の
病
な
り
、
大
事
也
、

長
引
延
ハ
、
謳
む
じ
や
う
の
さ
ん
を
引
こ
と
く
也
、
ゆ
め
〳
〵
う
た

ひ
の
曲
の
内
に
有
へ
か
ら
す
④

、
只
引
と
云
ハ
、
字
一
ぢ
に
つ
よ

22

オ
」

く
あ
た
り
⑤

、
延
所
を
や
わ
ら
け
て
謳

ウ
タ
イ

を
呂リ

ヨ

の
曲
と
云
も
、
此

曲
の
心
也
、「
馬
よ
り
お
ち
て
な
か
め
け
る
、
さ
か
の
ゝ
原
の
女
郎

花
、
な
に
め
で
ゝ
お
れ
る
は
か
り
の
な
さ
け
哉
」
と
い
ふ
、「
は
ら

の
女
郎
花
」
の
「
の
」〔
の
〕
字
の
所
⑥

を
、「
の
」
お

（
を
）

ひ
け
は
、
お

つ
か
く
る
「
を
」
の
字
を
い
ふ
心
成
へ
し
、
口
伝
有
⑦

、 

⑭
一
、
第
十
四
、
枕
拍
子
の
曲
の
事
、
う
た
い
に
、
い
ひ
に
く
き
所
あ 

ら
は
、
其
時
つ
ら
を
ふ
り
合
せ
⑧

、
枕
拍
子
と
い
ふ
、
か
な
わ
さ
る 

心
得
て
、
か
ろ
く
い
ふ
や
う
、
縦
は
、
し
た
を
よ
く
か
へ
し
て
、
字

を
み
し
か
く
、
し
た
の
さ
き
に
て
字
を
あ
つ
か
ひ
て
い
へ
ハ
、
し
た

か
ろ
き
曲
に
成
、
謡
ハ
静
に
文
字
を
は
や
く
い
ふ
へ
し
、31

オ
」

文

字
の
わ
け
も
な
く
、
字
に
も
あ
た
ら
て
、
さ
た
め
な
き
や
う
に
う
た

へ
ハ
、
し
た
る
き
①

也
、 

⑫
一
、
第
十
二
、
音
枕
の
曲
と
云
ハ
、
声
枕
と
い
ふ
②

ハ
、
こ
ゑ
を
出
す
と

き
、
謡
の
出
る
所
の
こ
ゑ
を
い
か
ら
か
し
て
、
人
の
耳
に
つ
ふ
さ
に

入
、
さ
て
曲
の
所
を
い
ひ
や
ハ
ら
く
る
③

へ
し
、
曲
之
前
の
曲
の
心
よ

り
、
つ
よ 

31

ウ
」

み
を
入
て
い
ひ
出
す
を
、
こ
ゑ
の
枕
と
い
ふ
也
、
但

た
ひ
〳
〵
に
あ
る
へ
か
ら
す
、
座
敷
一
座
に
三
度
あ
る
へ
し
、 

 
 
 

⑬
一
、
第
十
三
、
引
延
曲
と
い
ふ
事
、
是
第
一
う
た
ひ
の
や
ま
ひ
也
、 

大
事
也
、
長
引
延
ハ
、
謡
む
し
や
う
の
さ
ん
を
ひ
く
こ
と
く
也
、 

努
々
う
た
ひ
の
曲
の
内
に
不
可
有
候
④

、
た
ゝ
引
と
い
ふ
ハ
、
字
一

字
に
つ
よ
く 

3
2

オ
」

あ
た
り
て
⑤

、
延
所
を
や
わ
ら
け
て
謳
を
呂
の

曲
と
い
ふ
も
、
此
曲
の
心
也
、「
馬
よ
り
お
ち
て
な
か
め
け
る
、
さ

か
の
ゝ
は
ら
の
女
郎
花
、
な
に
め
て
ゝ
お
れ
る
は
か
り
の
な
さ
け

哉
」
と
い
ふ
「
は
ら
の
お
ミ
な
へ
し
」
の
「
の
」
ゝ
字
所
⑥

を
、「
の
」

を
ひ
け
ハ
、
を
つ
か
く
る
「
を
」
の
字
を
い
ふ
心
成
へ
し
、
口
伝
に

有
⑦

、32

ウ
」 

⑭
一
、
第
十
四
、
枕
拍
子
之
曲
事
、
う
た
ひ
に
、
い
ひ
に
く
き
所
あ
ら
ハ
、

其
時
つ
ら
を
ふ
り
合
せ
⑧

、
枕
拍
子
と
い
ふ
、
か
な
わ
さ
る
所
に
て   

注 

親
本
の
書
体
が
「
跡
」
に
似
て
い

た
か 

  

①
し
た
る
き→

し
た
か
る
き 

 

②
と
云→

ナ
シ 

  

③
や
わ
ら
ぐ
る→

和
く 

      

④
有
へ
か
ら
す
（
不
可
有
候
）→

不
可
在
之

こ
れ
あ
る
へ
か
ら
す

候 

⑤
東
に
同
じ 

  

⑥
般
に
同
じ
（「
の
」
の
字
の
所
を
） 

  

⑦
口
伝
（
に
）
有→

口
伝
有
之 

  

⑧
合
せ→

合
を 

  
 



 
2
1
 

所
に
て
ハ
、
ま
な
こ
を
ふ
さ
き
て
つ
ら
を
ふ
る
へ
し
、
是
ハ
し
や
う

と
く
①

に
な
つ
と
く
す
る
也
、 

 
 

⑮
一
、
第
十
五
、
拍
子
あ
ひ
の
曲
と
云
事
、
是
を
う
け
お
し
の
曲
と
も
云
、

拍
子
を
よ
く
う
け
て
、
う
た
い
の
句
を
待
也
、
ま
ち
か
ね
て
②

い
ひ

出
す
ハ
、
拍
子
に
は
つ
れ
ね
と
も
、
是
ハ
拍
子
は
つ
れ
と
い
ゝ
て
、

ひ
け
ふ
③

也
と
い
ふ
、
音
曲
者
の
ち
し
よ
く
④

也
、
お
そ
く
し
て
⑤

ほ

ど
に
あ
ふ
ハ
よ
し
、
拍
子
を
ま
た
す
、
句
を
う
け
す
し
て
程
に 

 
 
 
 
 

22

ウ
」

い
ら
さ
る
ハ
、
稽
古
の
う
す
き
は
し
め
な
り
、
程
ハ
拍
子
の 

あ
い
な
り
、
ほ
と
を
わ
す
る
へ
か
ら
す
、
縦
つ
ゝ
み
に
う
ち
切
所
な

く
と
も
、
い
き
つ
ま
ら
は
、
句
の
所
の
前
の
字
を
程
に
て
引
き
ら

は
、
句
の
あ
い
を
う
ち
き
ら
て
か
な
ふ
へ
か
ら
す
、
其
時
ほ
と
に
て

い
ひ
出
す
へ
し
、
但
こ
れ
ハ
し
よ
心
な
る
者
之
事
也
、
其
道
を
し
り

た
ら
ん
ハ
、
た
か
ひ
に
ほ
ね
お
る
事
⑥

な
し
、
た
す
け
合
⑦

へ
し
、

専
一
候
⑧

、
拍
子
相
の
曲
の
能
ハ
ゆ
や
也
、
此
諷
に
あ
り
、
吾
⑨
、

此

十
五
之
大
事
⑩

こ
し
て
音
曲
〔
の
〕
秘
事
是
也
⑪

、 

16
一
、
座
布
に
て
諷
時
、
調
子
、
双
調
を
わ
う
し
き
の
様
に
き
こ
え
⑫

、
平

調
ハ
そ
う
て
う
に
人
の
き
く
様
に
う
た
ふ
へ
し
、 

17
一
、
謳

う
た
い

を
う
た
ふ
に
、
む
か
い
た
る
所
に
く
ぎ
を
う
ち
て
、
い
と
を
は

り
て
ひ
く
か
こ
と
く
に
謡
へ
し
、
つ
よ
く
ひ
け
は
い
と
き
る
ゝ
、23

オ
」

よ
は
く
ひ
け
は
た
る
み
有
、
き
れ
す
た
る
ま
す
し
て
、
ゆ
た
か
に
成
や

う
に
用
へ
し
、 

 

 
 
 

 

ハ
、
ま
な
こ
を
ふ
さ
き
て
つ
ら
を
ふ
る
へ
し
、
是
ハ
し
や
う
と
〳
〵

（
マ
マ
）

①

に
な
つ
と
く
す
る
也
、 

⑮
一
、
第
十
五
、
拍
子
あ
ひ
の
曲
と
い
ふ
事
、
是
を
う
け
を
し
の
曲
と
も

い
ふ
、
拍
子 

3
3

オ
」

を
よ
く
う
け
て
、
う
た
ひ
の
句
を
待
也
、 

ま
ち
か
ね
て
②

い
ひ
出
す
ハ
、
拍
子
に
は
つ
れ
ね
と
も
、
是
ハ
拍
子

は
つ
れ
と
い
ひ
て
、
ひ
け
ふ
③

也
と
い
ふ
、
音
曲
者
の
ち
ち
や
く
④

也
、
多
し
て
⑤

ほ
と
に
あ
ふ
ハ
吉
、
拍
子
を
ま
た
す
、
句
を
う
け
す

し
て
程
に
い
ら
さ
る
ハ
、
稽
古
の
う
す
き
ハ
し
め
也
、
程
ハ
拍
子
の

あ
ひ
也
、33

ウ
」

ほ
と
を
わ
す
る
へ
か
ら
す
、
縦
つ
ゝ
み
に
う
ち
き

る
所
な
く
と
も
、
い
き
つ
ま
ら
ハ
、
句
の
所
の
前
の
字
を
程
に
て
引

き
ら
ハ
、
句
の
あ
ひ
を
う
ち
き
ら
て
か
な
ふ
へ
か
ら
す
、
そ
の
時
程

に
て
い
ひ
出
す
へ
し
、
但
是
ハ
し
よ
し
ん
な
る
者
の
事
也
、
其
道
を

し
り
た
ら
ん
ハ
、
た
か
ひ
に

つ
（
マ
マ
）

ね
を
る
事
⑥

な
し
、
た
す
け

34

オ
」

合
⑦

へ
し
、
専
一
候
⑧
、

拍
子
あ
ひ
の
曲
の
能
ハ
ゆ
や
也
、
此
う
た
ひ
に

あ
り
、
右
⑨

、
此
十
五
の
大
事
に
⑩

こ
し
て
音
曲
の
秘
事
是
也
⑪

、 

16
一
、
座
敷
に
て
う
た
ふ
時
、
調
子
、
双
調
を
わ
う
し
き
の
様
に
き

う
（
マ
マ
）

へ
⑫

、
平
調
は
そ
う
て
う
に
人
の
き
く
や
う
に
う
た
ふ
へ
し 

34

ウ
」 

17
一
、
謳
を
う
た
ふ
に
、
む
か
ひ
た
る
所
に
釘
を
う
ち
て
、
い
と
を
は
り

て
ひ
く
か
こ
と
く
に
謡
へ
し
、
つ
よ
く
ひ
け
ハ
糸
き
る
ゝ
、
よ
ハ
く
ひ

け
ハ
た
る
ミ
有
、
き
れ
す
た
る
ま
す
し
て
、
ゆ
た
か
に
な
る
や
う
に 

用
へ
し
、 

 

 
 

 

①
東
に
同
じ 

    

②
ま
ち
か
ね
て→

か
ね
て 

③
ひ
け
ふ→

比ひ

興け
う

（「
非
興
」
の
意
か
） 

④
ち
し
よ
く
（
ち
ち
や
く
）→

恥ち

辱
ぢ
よ
く 

⑤
般
に
同
じ 

    

⑥
ほ
（
つ
）
ね
お
る
事→

骨こ
つ

た
る
事 

⑦
合→

合
す 

⑧
候→

也 

⑨
東
に
同
じ 

⑩
東
に
同
じ 

⑪
秘
事
是
也→

秘
事
な
し 

⑫
般
に
同
じ 

   



 
2
2
 

18
一
、
謳
に
ふ
し
つ
く
る
は
か
せ
の
次
第
① 

 

下 
 

上
当 

 

ス
ク
也 

 

ヒ
ク 

 

ユ
リ
ト
ム
ル 

 

ス
ク
ニ
ヒ
キ
下 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ハ
ル
ト
モ
云 

  

ヨ
セ
下 

 

ツ
ク 

 
 

 
 
 
 
 

シ
ヲ
ル 

 
 

 
 
 
 

ヒ
ロ
ヲ
② 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 

ア 
 

 

イ 
 

ウ 
 
 
 

 

ウ 
 

 
 

ヱ 
 
 
 
 

 
 

 
  

 
 

 
ヲ 

 

③ 

ア 
 

イ 
 

ウ 
 

ヱ 
 

ヲ 
 
 

 

イ 
 

ウ 
 

 
 
 
 
 
 
 

ア 
 

ウ 
 
 
 

イ 
 

ウ
④ 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

⑤ 

キ 
 
 

ウ 

シ
ヤ
ウ 

 

カ 
 
 

ク 
 

 
 

チ 
 

ウ 
 

羽 

 

 
 

 
 
 

 

ア 
 

ヒ 
 
 

ラ 
 
 
 

ウ
ン 

 
 

ケ
ン 

 
 
 
 

 
 

 

 右
、
此
は
か
せ
を
も
つ
て
ふ
し
を
し
る
也
、
節
を
つ
く
る
と
し
や
う 

を
さ
す
と
ハ
、
は
る
か
に
違
た
る
事
也
、
ふ
し
を
さ
す
ハ
こ
れ
な
り
、 

 
 

23

ウ
」

し
や
う
を
さ
す
ハ
⑥

、
に
ご
り
字
を
わ
く
る
事
を
い
ふ
也
、 

 
 

18
注

一
、
謳
に
ふ
し
つ
く
る
は
か
せ
の
事
① 3
5

オ
」 

 
 
 

（
35
丁
ウ
と
36
丁
オ
の
見
開
き
頁
全
体
に
縦
向
き
に
記
す
） 

下 
 

上
当 

 

ス
ク
也 

 

ヒ
ク 

 

ユ
リ
ト
ム
ル 

 

ス
ク
ニ
ヒ
キ
下 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ハ
ル
ト
モ
云 

 

ヨ
セ
下 
 

ツ
ク 

 
 
 
 

シ
ヲ
ル 

 
 
 
 

ヒ
ロ
ウ
② 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 

イ 
 

ウ 
 

 
 
 

 
 

ア 

ア 

ウ 
 

ウ
④ 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⑤

キ 
 

ウ 

シ
ヤ
ウ 

カ 

ク 

チ 
 

 

ウ 
 

羽 

 

ア 

イ 
 
 
 

ウ 
 

 
 

 

ウ 
 
 

 

ヱ 
 

 
 
 

 
  

 
 

 

ヲ 

③ 

ア 
 

イ 
 

ウ 
 
 
 

ヱ 
 

ヲ 
 
 

 

 
 

 
 

 

ア 
 

ヒ 
 
 

ラ 
  

ウ
ン 

 

ケ
ン 

3
6

オ
」 

 

右
、
此
は
か
せ
を
も
つ
て
ふ
し
を
し
る
也
、
ふ
し
を
つ
く
る
と
し
や
う
を

さ
す
と
ハ
、
は
る
か
に
ち
か
ひ
た
る
事
也
、
ふ
し
を
さ
す
ハ
是
也
、
し
や

う
を
さ
す
と
い
ふ
は
⑥

、
に
こ
り
字
を
わ
く
る
事
を
い
ふ
也
、 

  

注 

東
・
拾
図
版
参
照 

①
般
に
同
じ 

    

②
東
に
同
じ 

 
 

③
拾
は
こ
の
博
士
二
つ
を
「
ヱ
」
と
す

る 

④
般
に
同
じ
（
イ
ウ
ア
ウ
イ
ウ
） 

 

⑤
東
に
同
じ
く
、
「
キ
ウ
シ
ヤ
ウ
カ
ク

チ
ウ
羽
」
が
「
ア
イ
ウ
ヱ
ヲ
」
の
前

に
置
か
れ
る 

     

⑥
東
に
同
じ 

 



 
2
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19
⓪
一
、
口
舌
唇
之
三
内
之
事
、 

ぬ
、
う
、
む
①

、
是
を
三
内
と
い
ふ
、 

う
ハ
こ
う
な
ひ
、
又
し
た
、
む
ハ
こ
う
な
い
也
②

、
入
正
③

に
つ
け

て
、
ふ
つ
く
ち
き
、
是
三
内
、
く
き
ハ
こ
う
な
ひ
也
、
ち
つ
ハ
し
た
、 

①
一
、
口
内
の
く
き
の
事
、
お
く
、
こ
く
、 

 
 
 

そ
く
、
と
く
、
ほ
く
、
も
く
、
よ
く
、 

 
 
 

ろ
く
、
の
く
、
ゑ
き
、
せ
き
、
て
き
、
へ
き
、
し
き
、
り
き
、
ち

き
、
是
口
内
の
く
き
の
次
第
④

、 

②
一
、
舌
内
の
ち
つ
之
事
、
い
ち
、
き
ち
、
し
ち
、
り
ち
、 

り
つ
、
せ
つ
、
け
つ
、
是
を
舌
内
之
ち
つ
と
い
ふ
⑤

、 

③
一
、
唇
内
の
ふ
⑥

の
事
、
か
ふ
、
か
う
、
に
う
、
な
ふ
、
ほ
う
、
き

ふ
、
し
ふ
、
し
う
、
り
ふ
、
た
ふ
、
り
う
、
た
う
、
是
ふ
う
大
事

⑦

、24

オ
」 

20
一
、
く
の
二
字
と
い
ふ
事
有
、〔
是
〕
ハ
き
る
ゝ
字
な
り
、
う
く
す
つ

ぬ
、
ふ
む
う
る
ゆ
、
い
き
し
ち
に
、
ひ
み
い
⑧

り
い
、 

 
 

 

21
一
、
二
字
づ
め
三
字
つ
め
の
事
、
五
音
惣
通
を
引
、
あ
い
う
ゑ
を
、
此

五
音
の
う
ち
へ
ひ
か
れ
て
行
、
し
た
の
字
の
う
ゑ
の
字
へ
行
を
、
あ

ら
た
め
す
し
て
、
ひ
か
る
ゝ
ま
ゝ
に
て
い
ふ
を
、
二
字
と
い
ふ
、
三

字
つ
め
と
い
ふ
を
、
此
心
に
て
ゆ
り
⑨

を
さ
む
る
所
の
文
字
を
つ

め
て
行
を
、
三
字
つ
め
と
い
ふ
、
ゆ
り
ひ
く
所
に
て
、
三
字
つ

め
あ
る
⑩

と
心
得
へ
し
、
又
拍
子
に
て
つ
む
る
事
、
二
字
つ
め
に
⑪

と

い
ふ
な
り 

 
 

19
⓪
一
、
口コ

ウ

舌セ
ツ

唇シ
ン

之
三
内
之
事
、 

ぬ
、
う
、
む
①

、
是
を
三
内
と
い
ふ
、 

う
ハ
こ
う
な
ひ
、
又
し
た
、
む
ハ
こ
う
な
い
也
②

、3
6

ウ
」

入
正
③

に
〔
つ
〕
け
て
、
ふ
つ
く
ち
き
、
是
三
内
、
く
き
ハ
こ
う
な
ひ
也
、

ち
つ
ハ
し
た
、 

①
一
、
口
内
の
く
き
の
事
、
お
く
、
こ
く
、
そ
く
、
と
く
、
ほ
く
、
も

く
、
よ
く
、
ろ
く
、
の
く
、
ゑ
き
、
せ
き
、
て
き
、
へ
き
、
し
き
、 

 

り
き
、
ち
き
、
是
ハ
口
内
の
く
き
の
次
第
④

、 

②
一
、
舌
内
の
ち
つ
之
事
、37

オ
」 

い
ち
、
き
ち
、
し
ち
、
り
ち
、
り
つ
、
せ
つ
、
け
つ
、
是
を
舌
内

之
ち
つ
と
い
ふ
⑤

、 

③
一
、
唇
内
の
ふ
⑥

の
事
、
か
ふ
、
か
う
、
に
う
、
な
ふ
、
ほ
う
、
き

ふ
、
し
ふ
、
し
う
、
り
ふ
、
た
ふ
、
り
う
、
た
う
、 

是
ふ
う
大
事
⑦

、 
 
 

20
一
、
く
の
二
字
と
い
ふ
事
有
、
是
ハ
き 

37

ウ
」

る
ゝ
字
也
、
う
く
す
つ

ぬ
、
ふ
む
う
る
ゆ
、
い
き
し
ち
に
、
ひ
み
い
⑧

り
い
、 

21
一
、
二
字
つ
め
三
字
つ
め
の
事
、
五
音
惣
通
を
引
、
あ
い
う
ゑ
お
、
此

五
音
の
内
へ
ひ
か
れ
て
行
、
し
た
の
字
の
う
ゑ
の
字
へ
行
を
、
あ
ら

た
め
す
し
て
、
ひ
か
る
ゝ
ま
ゝ
に
て
い
ふ
を
、
二
字
と
い
ふ
、
三
字

38

オ
」

つ
め
と
い
ふ
を
、
此
心
に
て
、
ゆ
り
⑨

を
さ
む
る
所
の
文
字
を

つ
め
て
行
を
、
三
字
つ
め
と
い
ふ
、
ゆ
り
ひ
く
所
に
て
、
三
字
つ
め

あ
る
⑩

と
心
得
へ
し
、
又
拍
子
に
て
つ
む
る
事
、
二
字
つ
め
に
⑪

と 

 
 

云
也
、3

8

ウ
」 

 

①
ぬ
、
う
、
む→

う
、
ぬ
、
む 

 

②
む
ハ
こ
う
な
い
也→

む
ハ
し
ん
な

い
、
ぬ
ハ
ぜ
つ
な
い
也 

③
入
正→

入
声

し
や
う 

   

④
次
第→

次
第
な
り 

  

⑤
い
ふ→

云
也 

⑥
ふ→

ふ
う 

 

⑦
是
ふ
う
大
事→

こ
れ
ふ
う
の
大
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

也 

 

⑧
い→

ゐ 

  

⑨
ゆ
り→

い
ひ 

 

⑩
あ
る→

あ
り 

 

⑪
に→

ナ
シ 

    

 



 
2
4
 

22
一
、
一 

輪
注
１ 

 
（
左
は
略
図
。
円
環
は
黒
赤
五
個
ず
つ
の
粒
で
描
か
れ
て
い
る
） 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

       

渡
拍
子
云
、
十
六
拍
子
共
云
、
地
拍
子
共
い
ふ 

 

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
● 
 

2
4

ウ
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

23
注
２

一
、
拍
子
一
字
の
事 

（
以
下
の
本
文
横
に
拍
子
点
あ
り
、
省
略
） 

四
方
の
雲
も
お
さ
ま
り
、
一
天
の
そ
ら
も
あ
き
ら
け
き
、
●
●
●
●
●
、

久
方
の
月
の
都
の
空
よ
り
も
、
●
●
●
●
●
、
月
の
都
の
空
よ
り
も
、

秋
つ
の
外
も
へ
た
て
な
き
、
君
の
め
く
み
ハ
つ
は
ね
⑥

の
、 

か
け
う

ち
し
け
き
た
め
し
と
て
、
●
●
●
●
●
、
こ
ゝ
も
な
に
ほ
ふ
か
つ
ら
き

や
、
か
ゝ
る
御
代
そ
と
つ
か
ふ
な
り
〳
〵
（
〳
〵
の
右
に
●
●
●
●
●

●
●
⑦

） 

 

22
一
、
一 

輪
注
１ 

 
 

 

（
左
は
略
図
。
円
環
は
大
小
十
個
の
粒
で
描
か
れ
て
い
る
） 

         

渡
拍
子
云
、
十
六
拍
子
共
云
、
地
拍
子
共
云 

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
● 

 
3

9

ウ
」 

 23
注
２

一
、
拍
子
一
字
之
事 

（
以
下
の
本
文
横
に
拍
子
点
あ
り
、
省
略
） 

四
方
の
雲
も
お
さ
ま
り
、
一
天
の
そ
ら
も
あ
き
ら
け
き
、●
●

●
●

●

、

久
方
の
月
の
都
の
そ
ら
よ
り
も
、
●

●

●
●

●

、
月
の
都
の
空
よ
り

も
、
秋
つ
の
外
も
へ
た
て
な
き
、
君
の
め
く
み
ハ
つ
く
は
ね
⑥

の
、 

影

う
ち
し
け
き
た
め
し
と
て
、
●

●

●
●

●

、
こ
ゝ
も
な
に
ほ
ふ
か
つ

ら
き
や
、
か
ゝ
る 

39

ウ
」

御
代
そ
と
つ
か
ふ
な
り
〳
〵
（
〳
〵
の
右
に 

●

●
●

●

●

●

●

⑦

） 

 

注
１ 

 

般
・
東
と
も
、
行
の
下
部
に

書
か
れ
「
一
」
と
「
輪
」
の
間

に
△
が
入
る
。
拾
は
行
頭
か
ら

書
か
れ
、
△
ナ
シ
。
こ
の
条
東
・

拾
図
版
参
照 

①
口
伝
有→

口
伝
在
之 

②
口
伝
有→

口
伝
有
之 

③
乙→

ナ
シ 

④
東
に
同
じ 

⑤
東
に
同
じ 

     

注
２ 

東
・
拾
図
版
参
照 

  ⑥
東
に
同
じ 

  

⑦
〇
●
〇
〇
〇
〇 

口
伝
有
① 

右 
 
 
 
 

口
伝
有
② 

● 

● 
● 
● 

● 

● 

● 

● 

 

● 

● 

● 

● 
● 
● 

● 

● 

左 
 
 
 
 
 
 

口
伝
有
② 

●
口
伝
有
② 

乙
③ 

●
甲 

●
乙 

大
● ●

乙 

大
●
乙
④ 

●
⑤ 

大
● ●

乙 
●
甲 

口
伝
有
① 

右 
 
 
 
 

口
伝
有
② 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

左 
 
 
 
 
 
 

口
伝
有
②    

●

口
伝
有
② 

乙
③ 

●
甲 

●

乙 

大
● ●

乙 

大
●
④ 

●

乙
⑤ 

大
● ●

乙 

●
甲 



 
2
5
 

24
注

一
、
二
輪 

（
左
は
略
図
。
円
環
は
黒
と
赤
の
粒
で
描
か
れ
、
外
側
の
文
字
と

結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
） 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

25
オ
」 

 
 

         

右
、
お
さ
な
き
者
な
と
に
、
拍
子
を
つ
も
り
て
し
ら
す
へ
し
た
め
③

な
り
、 

拍
子
心
つ
き
て
ハ
、
い
ら
さ
る
事
な
り
、
拍
子
の
心
な
き
者
に
ハ
、
千
度

是
を
う
た
す
へ
き
物
也
、
一
輪
つ
ね
に
心
か
く
へ
き
な
り
、25

ウ
」 

 

24
注

一
、
二
輪 

（
左
は
略
図
。
円
環
は
大
小
の
粒
で
描
か
れ
、
外
側
の
文
字
と
結

び
付
け
ら
れ
て
い
る
） 

         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

40

オ
」 

      

4
0

ウ
」 

                                  
  

右
、
お
さ
な
き
も
の
な
と
に
、
拍
子
を
つ
も
り
て
し
ら
す
へ
し
た
め
③

也
、

拍
子
心
つ
き
て
ハ
、
い
ら
さ
る
事
也
、
拍
子
の
心
な
き
者
に
ハ
、
千
度
是

を
う
た
す
へ
き
物
也
、
一
輪
つ
ね
に
心
か
く
へ
き
也
、 

   

注 

東
・
拾
図
版
参
照 

   

①
破→

ナ
シ  

  

②
口
伝
有→

口
伝
在
之 

           

③
た
め→

其
為 

 

 
 

延 甲 延 甲 

 
 

序 
 
 
 

破
① 

  

サ
シ
コ
ヱ 

 

ウ
タ
イ
ノ
内 

   
 
 

口
伝
有
② 

打返 

 
 

破 
 
 

急
序 

  

サ
シ
コ
ヱ 

 
 
 
 

キ
リ 

   

一
セ
イ 

 

口
伝
有
② 

乙 

初 

乙 初 

 
 

 

序 
 

 

破
① 

 

サ
シ
コ

エ
（
マ
マ
） 

ウ
タ
イ
ノ
内 

 

口
伝
有
② 

 
 
 
 

 

  

延
甲 

  

打返 

 
 

破 
 
 

急
序 

 

サ
シ
コ
ヱ 

 
 

キ
リ 

   

一
せ
イ 

 

口
伝
有
② 

延
甲 

  

延
甲 

  
乙 

初 



 
2
6
 

25
一
、
字
を
い
た
す
へ
き
心
之
事
、 

 
 

 
 

 
 

イ
ロ
ハ
ニ

ホ
ヘ
ト 

 

チ

リ
ヌ
ル
ヲ

ワ
カ 

 
  

 
 

 

 
 

ヨ

タ

レ

ソ

ツ

ネ
ナ 

 

ラ
ム
ウ
井
ノ
ヲ
①

ク 
 

 
 

 
 

 

 

ヤ
マ
ケ
フ
コ
ヱ
②

テ 
ア
サ
キ
ユ
メ
ミ
シ

 

 
 

 
 

 
 

ヱ
ヒ
モ
セ
ス
、 

 26
一
、
声
の
位
は
、
宮
と
い
た
し
て
商
と
心
得
、
徵
と
い
た
し
て
宮
と
心

得
、
徵
と
い
た
し
て
羽
と
つ
め
よ
、
此
位
を
よ
く
〳
〵
お
ほ
え
へ
き
物

也
、 

 
 

27
一
、
音
曲
を
し
る
と
い
ふ
と
も
、
調
子
を
し
ら
す
し
て
ハ
、
す
ち
な
き

事
也
、
此
調
子
を
よ
く
〳
〵
お
ほ
ゆ
る
な
ら
は
、
調
子
に
合
べ
し
、 

28
一
、
謡
を
う
た
ひ
出
し
た
る
本
尊
の
事
、
第
一
、
是
を
し
ら
す
し
て
、

風
俗
風
類
一
曲
を
す
へ
か
ら
す
、
諷
の
本
尊
と
い
つ
は
、
人
丸
な
り
、 

但
日
本
に
人
丸
三
人
有
、
柿
本 

26

オ
」

人
丸
、
し
の
ふ
の
人
丸
、
田
口

の
人
丸
、
三
人
有
、
風
そ
く
風
類
一
曲
の
人
丸
は
、
田
口
の
人
丸
な
り
、

是
を
本
尊
と
あ
か
め
、
勧
請
し
て
う
た
へ
ハ
、
神
慮
に
か
な
ひ
尤
悦

有
、 

注
２ 

29
一
、
呂
の
こ
ゑ
の
稽
古
哥
③

、 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

松
門
独
閉
送
二

年
月
、
自
不
レ

見
二

清
光
一

不
レ

弁
二

時
遷
一

、
闇
々
於
二

庵

室
一

徒
眠
、
衣
不
レ

与
二

寒

且
（
マ
マ
）

一

膚
凝
骨
衰
④

、 
2

6

ウ
」 

 

25
注
１

一
、
字
を
い
た
す
へ
き
心
之
事
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

イ
ロ
ハ
ニ

ホ
ヘ
ト 

4
1

オ

」 

チ
リ
ヌ
ル
ヲ
ワ

カ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

ヨ

 

タ

レ

ソ

 

ツ

ネ
ナ 

 

ラ
ム
ウ
井
ノ
オ
①

ク 
  

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

ヤ
マ
ケ
フ
コ
ヱ
②

テ 
 

ア
サ
キ
ユ
メ
ミ
シ

 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
   

ヱ
ヒ
モ
セ
ス
、 

 26
一
、
こ
ゑ
の
位
ハ
、
き
う
と
い
た
し
て
し
や
う
と
心
得
、
ち
う
と
い
た

し
て
久不

審

と
心
得
、41

ウ

」
ち
う
と
い
た
し
て
羽
と
つ
め
よ
、
此
位
を
能
々

お
ほ
え
へ
き
物
也
、 

 

27
一
、
音
曲
を
し
る
と
い
ふ
と
も
、
調
子
を
し
ら
す
し
て
ハ
、
す
ち
な
き

事
也
、
此
調
子
を
能
々
お
ほ
ゆ
る
な
ら
ハ
、
調
子
に
合
へ
し
、 

28
一
、
謡
を
う
た
ひ
出
し
た
る
ほ
ん
そ
ん
の
事
、
第
一
、
是
を
し
ら
す
し

て
風 

42

オ
」

そ
く
風
類
一
曲
を
す
へ
か
ら
す
、
謡
の
ほ
ん
そ
ん
と
い

つ
ハ
、
人
丸
也
、
但
日
本
ニ
人
丸
三
人
あ
り
、
柿
本
人
丸
、
し
の
ふ

の
人
丸
、
田
口
の
人
丸
、
三
人
有
、
風
そ
く
風
類
一
曲
之
人
丸
ハ
、

田
口
之
人
丸
也
、
是
を
ほ
ん
そ
ん
と
あ
か
め
勧
請
し
て
う
た
へ
ハ
、

神
慮
に
か
な
ひ
尤
悦
あ
り
、42

ウ
」 

注
２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

29
注
３

一
、
呂
の
声
稽
古
哥
③

、 
 

せ
う
も
ん
ひ
と
り
と
ぢ
て
年
月
を
送
り
、
み
つ
か
ら
せ
ひ
く
わ
う
を

ミ
さ
れ
ハ
時
の
う
つ
る
を
も
わ
き
ま
へ
ず
、
あ
ん
な
ん
た
る
あ
ん
し 

 

 

注
１ 

東
・
拾
図
版
参
照
。
拾
で
は
一

文
字
に
つ
き
同
じ
博
士
を
二
つ

ず
つ
重
ね
る 

 

 
 

 
 

①
東
に
同
じ 

②
ヱ→

エ 

        

注
２ 

28
と
29
の
間
に
左
の
文
入
る 

此
一
冊
御
所
望
別
而
御
入
魂
故
相
伝

之
所
如
件
不
可
有
他
見
候
秘
事
之
内

之
秘
事
也 

 

注
３ 

東
・
拾
図
版
参
照
。
拾
の
詞
は

現
行
金
春
流
に
同
じ 

③
哥→

謡 

 



 
2
7
 

 

  

30 
 

ニ
タ
ン
夏
破
也
、 

ハ
ナ
の
タ
モ
ト
④

ハ
シ
カ
ヽ
リ
⑤

、 

ヲ
キ
ノ
ア
フ
キ
、 

一
段
⑥

、 

カ
ヱ
ス
袂
⑥

、 
 
 

雲
ノ
扇
、 

 

 
 

此
内
口
伝
有
⑦

、 

 
 

三
段
カ
ワ
ラ
⑧

ノ
、 

破
急
、 

 
 

ア
フ
キ
段
モ
、 

 

 
 

カ
ワ
ウ
⑨

也
、 

破
急
序
也
、 

 
 
 

破
急
也
、 

月
ノ
ソ
テ
、 

 
 
 

ニ
キ
⑩

ノ
タ
モ
ト
、27

オ
」 

フ
（
マ
マ
）

キ
⑪

ノ
ア
ウ
キ
、 

ト
ム
ル
ア
ウ
キ
、 

四
段
ア
キ
、 

 
 
 

ヨ
ル
ノ
ア
フ
キ
ナ
ト
ト
モ
云
也
、 

 
 
 
 

五
段
冬
也
、 

   

右
此
一
冊
者
於
我
等
家
音
曲
可
謂
奥
儀
去
者
別
而
御
執
心
之
段
乍

斟
酌
写
進
候
少
モ
他
言
不
可
有
候
者
也 

27

ウ
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

永
正
元 

 

正
月
吉
日 

 
 

観
世
道
見
（
在
判
）28

オ
」 

 （
裏
見
返
に
29
と
同
じ
漢
詩
を
記
す
） 

つ
に
い
た
つ
ら
に
ね
ふ
り
、
衣
か
ん
た
ん
を
①

あ
た
い
②

さ
れ
ハ
、 

ば
（
マ
マ
）

だ
へ
③

ハ
け
う
こ
つ
と
お
と
ろ
へ
た
り 

4
3

オ
」 

30  

ニ
タ
ン
夏
破
也
、 

ハ
ナ
ノ
タ
モ
ト
④

ハ
シ
ガ
ヾ

（
マ
マ
）

リ
⑤

、 

ヲ
キ
ノ
ア
フ
キ
、 
 

一
段
⑥

、 

カ
ヱ
ス
袂
⑥
、 
 
 
 

雲
ノ
ア
フ
キ
、 

此
内
口
伝
有
⑦
、 

 
 
 

三
段
カ
ワ
ら
⑧

ノ
、 

破
急
、 

 
 

ア
フ
キ
段
モ
、 

 

 
 

カ
ワ
ら
⑨

也
、 

43

ウ
」 

破
急
序
也
、 

 
 

破
急
也
、 

月
ノ
ソ
デ
、 

 
 

ミ
キ
⑩

ノ
タ
モ
ト 

 
 
 

フ
（
マ
マ
）

キ
⑪

ノ
ア
フ
キ
、 

ト
ム
ル
ア
フ
キ
、 

 
 
 
 
 
 
 
 

ヨ
ル
ノ
ア
フ
キ
ナ
ト
ト
モ
云
也
、 

四
段
ア
キ
、 

 

五
段
冬
也
、44

オ
」 

 

  

 
 

右
此
一
巻
者
於
我
等
家
音
曲
秘
伝
書
別
而
不
浅
御
執
心
ニ
而 

候
間
書
写
進
之
者
也
努
々
他
見
候
者
生
々
世
々
恨
可
申
候
者
也 

 
 

永
正
元 

 

正
月
吉
日 

 
 

観
世
道
見
（
在
判
）4

4

ウ
」 

 

①
を→

に 
 

②
あ
た
い→

あ
た
へ 

③
ば
だ
へ→

は
た
へ 

④
タ
モ
ト→

袂
ハ 

⑤
般
に
同
じ 

⑥
一
段
、
カ
ヱ
ス
袂→

カ
ヘ
ス
袂
、 

一
段 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

⑦
口
伝
有→

口
伝
在
之 

⑧
カ
ワ
ラ→

カ
ワ
ウ 

 

⑨
般
に
同
じ 

 

⑩
東
に
同
じ 

 

⑪
拾
も
同
じ
（
フ
キ
） 

    

（
拾
の
奥
書
全
文
を
翻
刻
す
る
） 

右
此
一
冊
者
於
我
等
家
音
曲
之
大
事

為
後
学
心
持
書
置
所
也
為
一
人
秘
曲

不
可
有
他
見
者
也 

（
年
記
署
名
ナ
シ
） 

 


